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松山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
抜
刷
平
成
二
十
五
年
十
月
発
行
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
二
）
古
屋
壮
一
今
村
暢
好
研
究
ノ
ー
ト松山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
二
）
古
屋
壮
一
今
村
暢
好
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）
『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
（
二
・
完
）
―
―
『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
と
い
う
民
法
典
論
争
に
お
け
る
争
点
を
例
と
し
て
―
―
古
屋
壮
一
一
は
じ
め
に
1
復
刻
増
補
版
刊
行
の
経
緯
2
復
刻
増
補
版
の
内
容
3
本
稿
の
目
的
（
以
上
、
二
五
巻
三
号
）
二
『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
を
め
ぐ
る
論
争
と
そ
の
影
響
1
旧
民
法
人
事
編
に
お
け
る
準
正
規
定
と
そ
の
立
法
趣
旨
2
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
と
断
行
派
の
主
張
3
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
準
正
規
定
4
「
民
法
典
論
争
の
余
波
」
と
し
て
の
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
非
嫡
出
子
相
続
分
不
平
等
規
定
の
創
設
三
若
干
の
検
討
1
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
に
関
す
る
若
干
の
検
討
2
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
（
以
上
、
本
号
）
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
二
163
二
『
準
正
規
定
創
設
の
可
否
』
を
め
ぐ
る
論
争
と
そ
の
影
響
1
旧
民
法
人
事
編
に
お
け
る
準
正
規
定
と
そ
の
立
法
趣
旨
旧
民
法
の
準
正
規
定
は
、
人
事
編
第
六
章
「
親
子
」
第
三
節
「
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
嫡
出
子
ト
為
ル
権
」
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
で
あ
り
（
40
）、
現
行
民
法
七
八
九
条
と
同
様
の
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
人
事
編
一
〇
三
条
「
①
庶
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
ト
為
ル
②
私
生
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ノ
後
父
ノ
認
知
シ
タ
ル
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
ト
為
ル
」
人
事
編
一
〇
四
条
「
死
亡
シ
タ
ル
子
ト
雖
モ
前
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
嫡
出
子
ト
為
ル
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
効
力
ハ
子
ノ
生
ミ
タ
ル
子
ヲ
利
ス
」
人
事
編
一
〇
五
条
「
父
母
ノ
婚
姻
ノ
時
マ
テ
ニ
父
子
ノ
分
限
確
定
シ
タ
ル
者
ハ
婚
姻
ノ
日
ヨ
リ
又
婚
姻
ノ
後
ニ
確
定
シ
タ
ル
者
ハ
確
定
ノ
日
ヨ
リ
嫡
出
子
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
最
初
の
人
事
編
草
案
が
法
律
取
調
報
告
委
員
の
趣
旨
説
明
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
』（
上
下
巻
）（
発
行
所
お
よ
び
発
行
年
不
明
）
に
よ
れ
ば
（
41
）、
や
は
り
第
六
章
「
親
子
ノ
分
限
」
第
二
節
「
庶
親
子
ノ
分
限
」
第
四
款
「
庶
出
子
ノ
准
正
」
一
八
六
条
は
、「
庶
出
子
ハ
其
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
当
然
正
出
子
ニ
准
ス
但
シ
親
子
ノ
分
限
適
法
ニ
確
定
シ
タ
ル
162
松
山
大
学
法
学
部
松
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Ｐ
資
料
（
二
）
三
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
し
て
お
り
（
上
巻
第
五
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
七
五
丁
裏
）
（
42
）、
人
事
編
一
〇
三
条
と
同
一
内
容
の
規
定
で
あ
る
と
い
え
る
。
こ
の
一
八
六
条
の
準
正
規
定
に
つ
き
、
法
律
取
調
報
告
委
員
（
熊
野
敏
三
）
は
、
準
正
に
よ
っ
て
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
が
私
通
を
止
め
、
親
族
関
係
を
発
生
さ
せ
る
と
と
も
に
、
子
を
教
育
す
る
基
礎
と
な
る
法
律
婚
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
と
し
、「
法
律
婚
の
促
進
」
を
そ
の
趣
旨
と
し
て
挙
げ
る
。
ま
た
、
準
正
に
よ
っ
て
非
嫡
出
子
に
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
は
法
律
婚
を
促
進
す
る
か
ら
、
非
嫡
出
子
の
養
成
教
育
の
充
実
に
つ
な
が
る
と
し
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
も
挙
げ
て
い
る
。
法
律
取
調
報
告
委
員
は
、
非
嫡
出
子
は
準
正
に
よ
り
「
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
の
間
に
生
ま
れ
た
子
」
と
い
え
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
形
式
的
な
説
明
を
す
る
だ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
（
43
）（
44
）。
な
お
、
次
条
の
一
八
七
条
は
、「
死
去
シ
タ
ル
子
ト
雖
モ
其
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
正
出
子
ニ
准
ス
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
准
正
ノ
効
果
ハ
其
子
ノ
生
ミ
タ
ル
正
出
又
ハ
庶
出
子
ニ
利
益
ス
」
と
規
定
し
（
同
七
八
丁
表
）、
一
八
八
条
は
、「
正
出
子
ニ
准
セ
ラ
レ
タ
ル
者
ハ
婚
姻
ノ
時
マ
テ
ニ
其
分
限
ノ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
婚
姻
ノ
日
ヨ
リ
又
婚
姻
後
ニ
其
分
限
ノ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
確
定
ノ
日
ヨ
リ
正
出
子
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
と
定
め
て
い
る
。
両
規
定
の
内
容
は
、
人
事
編
一
〇
四
条
お
よ
び
一
〇
五
条
と
同
じ
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
右
に
述
べ
た
最
初
の
人
事
編
草
案
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
よ
る
討
議
の
結
果
修
正
を
受
け
て
再
調
査
案
と
な
っ
た
（
45
）。
人
事
編
再
調
査
案
第
五
章
「
親
子
ノ
分
限
」
第
二
節
「
私
親
子
ノ
分
限
」
第
四
款
「
私
出
子
ノ
正
出
子
ト
為
ル
ノ
権
」
一
四
一
条
は
、「
私
出
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
当
然
正
出
子
ト
為
ル
但
其
親
子
ノ
分
限
ノ
適
法
ニ
確
定
シ
タ
ル
コ
ト
ヲ
要
ス
」
と
い
う
規
定
で
あ
る
（
46
）。
こ
の
人
事
編
再
調
査
案
一
四
一
条
は
、
人
事
編
草
案
一
八
六
条
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
と
い
え
る
（
47
）。
し
た
が
っ
て
、
前
者
の
趣
旨
は
、
後
者
の
趣
旨
と
異
な
る
と
こ
ろ
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
人
事
編
再
調
査
案
一
四
二
条
は
、「
死
亡
シ
タ
ル
子
ト
雖
モ
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
正
出
子
ト
為
ル
此
場
合
ニ
於
テ
ハ
其
効
果
ハ
子
ノ
生
シ
タ
ル
正
出
子
又
ハ
私
生
子
ヲ
利
ス
」
と
し
、
同
一
四
三
条
は
、「
正
出
子
ト
為
リ
タ
ル
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ノ
時
マ
テ
ニ
其
親
子
ノ
分
限
ノ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
婚
姻
ノ
日
ヨ
リ
又
婚
姻
ノ
後
ニ
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
確
定
ノ
日
ヨ
リ
正
出
子
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
と
規
定
す
る
（
48
）。
両
規
定
も
ま
た
、
人
事
編
草
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
四
161
案
一
八
七
条
お
よ
び
一
八
八
条
と
実
質
的
に
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
人
事
編
再
調
査
案
は
、
法
律
取
調
委
員
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
が
、
そ
の
討
議
に
お
い
て
法
律
取
調
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
意
見
を
ま
と
め
た
「
民
法
人
事
編
ニ
対
ス
ル
意
見
」
に
よ
れ
ば
、
松
岡
康
毅
法
律
取
調
委
員
が
人
事
編
再
調
査
案
一
四
一
条
但
書
に
つ
き
、
同
一
四
三
条
が
あ
る
こ
と
か
ら
削
除
す
べ
き
と
の
意
見
を
提
出
し
、
ま
た
、
村
田
保
法
律
取
調
委
員
は
、
同
一
四
二
条
に
つ
き
、「
其
効
果
ハ
子
ノ
生
シ
タ
ル
正
出
子
又
ハ
私
生
子
ヲ
利
ス
」
と
あ
る
の
を
「
其
効
果
ハ
死
亡
シ
タ
ル
子
ノ
生
シ
タ
ル
正
出
子
又
ハ
私
生
子
ヲ
利
ス
」（
下
線
は
筆
者
に
よ
る
）
と
い
う
よ
う
に
修
正
す
べ
き
と
の
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
後
者
は
、
文
理
上
の
明
確
性
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
村
田
保
法
律
取
調
委
員
は
、
婚
姻
準
正
に
つ
い
て
は
、
同
一
四
一
条
か
ら
婚
姻
時
に
準
正
の
効
果
が
発
生
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
同
一
四
三
条
に
お
い
て
こ
れ
を
規
定
す
る
必
要
は
な
い
と
し
、
認
知
準
正
に
つ
い
て
は
、
準
正
の
効
果
が
婚
姻
時
に
生
じ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
、
認
知
時
に
生
じ
る
の
か
同
一
四
一
条
か
ら
は
文
言
上
明
ら
か
で
は
な
い
た
め
、「
認
知
準
正
の
場
合
に
は
、
準
正
の
効
果
の
発
生
時
が
認
知
時
で
あ
る
こ
と
」
の
み
を
同
一
四
三
条
に
お
い
て
注
意
的
に
規
定
す
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
て
、
次
の
よ
う
な
同
一
四
三
条
の
修
正
案
を
提
出
し
た
。
「
私
出
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ノ
後
ニ
親
子
ノ
分
限
確
定
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
確
定
ノ
日
ヨ
リ
正
出
子
ノ
権
利
ヲ
有
ス
」
（
49
）
後
に
述
べ
る
よ
う
に
準
正
規
定
創
設
の
可
否
は
、
民
法
典
論
争
に
お
け
る
主
要
な
争
点
の
一
つ
で
あ
り
、
延
期
派
は
創
設
に
反
対
し
た
が
、
延
期
派
の
代
表
的
な
論
客
で
あ
る
村
田
保
が
準
正
規
定
創
設
に
異
を
唱
え
て
い
な
い
こ
と
は
、
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
再
調
査
案
に
対
す
る
法
律
取
調
委
員
に
よ
る
修
正
意
見
は
、
人
事
編
再
調
査
案
に
お
け
る
準
正
規
定
を
実
質
的
に
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
人
事
編
再
調
査
案
は
、
右
に
見
て
き
た
よ
う
な
修
正
意
見
を
も
と
に
さ
ら
に
法
律
取
調
委
員
会
の
討
議
に
付
さ
れ
、
元
老
院
提
出
案
が
確
定
さ
れ
、
さ
ら
に
元
老
院
で
の
審
議
を
経
て
旧
民
法
公
布
案
が
確
定
し
た
（
50
）。
旧
民
法
人
事
編
一
〇
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Ｐ
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（
二
）
五
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
が
人
事
編
再
調
査
案
一
四
一
条
か
ら
一
四
三
条
ま
で
と
同
一
の
内
容
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
、
後
者
は
、
元
老
院
提
出
案
に
お
い
て
も
実
質
的
に
維
持
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
旧
民
法
の
注
釈
書
も
、
そ
の
立
法
趣
旨
を
説
明
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
法
律
取
調
委
員
会
報
告
委
員
で
あ
っ
た
岸
本
辰
雄
は
（
51
）、
準
正
規
定
の
趣
旨
を
「
父
母
タ
ル
男
女
ヲ
シ
テ
一
日
モ
早
ク
正
式
ノ
婚
姻
ヲ
為
シ
テ
不
正
ノ
交
通
ヲ
止
メ
シ
メ
他
ノ
一
方
ニ
於
テ
ハ
一
日
モ
早
ク
私
通
ノ
結
果
タ
ル
子
カ
社
会
ヨ
リ
受
ク
ル
不
幸
ヲ
救
フ
コ
ト
ヲ
謀
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
ス
是
独
リ
其
男
女
ト
子
ト
ノ
為
メ
ニ
利
益
タ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
国
家
ノ
為
メ
ニ
モ
亦
甚
タ
利
益
ア
リ
ト
ス
何
ト
ナ
レ
ハ
生
児
ノ
養
育
、
教
育
ヲ
完
全
ニ
ス
ル
ノ
効
果
ア
レ
ハ
ナ
リ
」
と
説
明
す
る
（
52
）。
こ
こ
で
は
、
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
と
同
じ
く
、「
法
律
婚
の
促
進
」
と
「
子
の
福
祉
」
が
準
正
規
定
創
設
の
理
由
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
岸
本
は
、
「
元
来
嫡
出
子
ト
其
他
ノ
子
ト
ノ
差
違
ハ
其
父
母
タ
ル
男
女
ノ
間
ニ
正
当
ノ
婚
姻
ア
リ
テ
生
マ
レ
タ
ル
ト
否
ト
ニ
在
リ
故
ニ
嫡
出
子
ニ
非
サ
ル
者
即
チ
庶
子
又
ハ
私
生
子
ト
雖
モ
其
出
生
後
ニ
至
リ
其
父
母
タ
ル
男
女
ノ
間
ニ
正
当
ノ
婚
姻
ア
リ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
出
生
ト
婚
姻
ト
ノ
順
序
ノ
顚
倒
セ
ル
ノ
ミ
ナ
ル
ヲ
以
テ
法
律
ハ
其
子
ニ
与
フ
ル
ニ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
以
テ
ス
ル
モ
不
可
ナ
ル
ナ
シ
」
と
も
説
明
し
て
い
る
（
53
）。
こ
れ
は
、
星
野
博
士
が
「
同
腹
後
出
子
と
の
間
の
不
公
平
を
除
去
」
す
る
趣
旨
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
婚
姻
前
の
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
が
非
嫡
出
子
の
ま
ま
で
あ
り
、
そ
の
男
女
の
婚
姻
後
に
、
そ
の
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
が
嫡
出
子
と
な
る
と
こ
ろ
、
両
者
は
同
じ
男
女
間
の
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻
前
に
出
生
し
た
と
い
う
一
事
を
も
っ
て
非
嫡
出
子
に
社
会
的
不
利
益
が
課
さ
れ
る
の
は
不
公
平
で
あ
る
か
ら
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
と
い
え
る
こ
と
に
着
目
し
、婚
姻
準
正
お
よ
び
認
知
準
正
を
認
め
て
、非
嫡
出
子
を
救
済
し
よ
う
と
す
る
趣
旨
で
あ
る
（
54
）。
こ
の
趣
旨
は
、『
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
』
に
お
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で
あ
る
。
岸
本
も
指
摘
す
る
準
正
規
定
創
設
に
よ
る
「
子
の
福
祉
」
に
つ
い
て
は
、
井
上
操
も
、「
男
女
私
通
シ
テ
児
子
ヲ
挙
ク
ル
ニ
至
ル
ハ
畢
竟
父
母
其
人
ノ
罪
過
ニ
シ
テ
毫
モ
児
子
ノ
知
ラ
サ
ル
所
ナ
リ
然
カ
モ
其
子
ヲ
シ
テ
終
生
庶
子
又
ハ
私
生
子
タ
ル
ノ
汚
名
ヲ
戴
カ
シ
ム
ル
ハ
人
情
ノ
忍
フ
可
ラ
サ
松
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ル
所
ナ
リ
故
ニ
父
母
ノ
位
置
ニ
シ
テ
夫
婦
タ
ル
コ
ト
世
上
ニ
公
然
シ
タ
ル
以
上
ハ
私
生
子
又
ハ
庶
子
ヲ
以
テ
嫡
出
子
ト
為
ス
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ヲ
允
当
ナ
リ
ト
ス
」
と
述
べ
、「
子
の
福
祉
」
が
婚
姻
準
正
お
よ
び
認
知
準
正
を
認
め
る
根
拠
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
55
）。
ま
た
、「
独
リ
其
子
ニ
利
益
ナ
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
又
社
会
ノ
利
益
ト
謂
フ
可
シ
何
ト
ナ
レ
ハ
父
母
或
ハ
（
マ
マ
）
其
子
ノ
愛
情
ニ
絆
サ
レ
婚
姻
ヲ
為
ス
コ
ト
ア
ル
可
ク
従
テ
社
会
ニ
混
雑
ヲ
与
フ
ル
私
通
ハ
幾
分
減
少
ス
可
キ
ノ
理
ナ
レ
ハ
リ
」
と
述
べ
、
子
の
社
会
的
不
利
益
を
除
去
す
る
た
め
に
父
母
が
私
通
を
や
め
て
婚
姻
す
る
よ
う
に
な
り
、
法
律
婚
が
促
進
さ
れ
る
と
述
べ
る
（
56
）。
井
上
の
説
明
か
ら
、
非
嫡
出
子
と
し
て
の
身
分
を
有
す
る
こ
と
に
つ
い
て
何
ら
帰
責
性
の
な
い
非
嫡
出
子
に
社
会
的
不
利
益
を
課
す
べ
き
で
は
な
い
が
、
他
方
、
社
会
の
風
俗
を
維
持
す
る
べ
く
、
私
通
を
防
止
し
て
法
律
婚
を
促
進
す
る
と
い
う
要
請
が
あ
る
た
め
、
父
母
が
私
通
を
や
め
て
婚
姻
し
た
こ
と
を
要
件
の
一
つ
と
し
、
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
で
き
る
よ
う
に
し
て
非
嫡
出
子
を
救
済
す
る
制
度
こ
そ
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
う
る
。
手
塚
太
郎
も
同
様
に
、
私
通
の
行
為
主
体
で
は
な
い
非
嫡
出
子
が
行
為
主
体
で
あ
る
他
人
た
る
父
母
の
私
通
に
よ
っ
て
不
利
益
を
課
さ
れ
る
の
は
道
理
に
反
す
る
と
し
つ
つ
（
57
）、「
私
通
ハ
社
会
ノ
風
儀
ヲ
紊
乱
ス
ル
者
ナ
レ
ハ
法
律
ハ
可
成
之
ヲ
防
止
セ
ン
コ
ト
ヲ
（
マ
マ
）
欲
セ
リ
是
ヲ
以
テ
法
律
ハ
私
生
子
ヲ
遇
ス
ル
コ
ト
適
出
子
ニ
比
ス
レ
ハ
劣
等
ノ
地
位
ヲ
与
ヘ
タ
リ
然
ル
ニ
其
父
母
ニ
シ
テ
婚
姻
ヲ
為
シ
以
テ
其
正
当
ノ
望
ヲ
充
タ
ス
ニ
於
テ
ハ
尚
其
子
ヲ
待
ツ
ニ
劣
等
ノ
地
位
ヲ
以
テ
ス
ル
ノ
理
ナ
カ
ル
ベ
シ
況
ン
ヤ
父
母
ハ
屢
々
（
マ
マ
）
其
子
ノ
恩
愛
ニ
誘
ハ
レ
其
不
幸
ヲ
憐
ミ
婚
姻
ヲ
ナ
シ
テ
之
ヲ
適
出
ノ
子
ト
ナ
サ
ン
ト
欲
ス
ル
モ
ノ
ア
ル
ニ
於
テ
ヲ
ヤ
」
と
述
べ
、
私
通
を
防
止
し
て
社
会
の
風
俗
を
維
持
し
、
法
律
婚
を
促
進
す
る
と
い
う
要
請
の
た
め
に
、
私
通
に
よ
っ
て
生
じ
た
子
を
非
嫡
出
子
と
せ
ざ
る
を
え
な
い
が
、
男
女
が
私
通
を
や
め
て
婚
姻
し
た
の
で
あ
れ
ば
も
は
や
そ
の
要
請
を
考
慮
す
る
必
要
が
な
い
こ
と
か
ら
、
婚
姻
を
一
要
件
と
し
て
準
正
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
（
58
）。
こ
こ
に
お
い
て
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
は
、
最
初
の
人
事
編
草
案
か
ら
一
貫
し
て
、
社
会
の
風
俗
を
維
持
す
る
た
め
、
私
通
を
や
め
さ
せ
て「
法
律
婚
の
促
進
」
を
図
る
べ
く
、
私
通
関
係
に
あ
る
男
女
間
の
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
も
の
と
し
て
、
も
っ
て
非
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七
嫡
出
子
の
養
成
教
育
を
充
実
さ
せ
、
非
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
に
起
因
す
る
社
会
的
不
利
益
を
除
去
し
、「
子
の
福
祉
」
を
向
上
さ
せ
る
趣
旨
の
規
定
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
星
野
博
士
は
、
こ
の
趣
旨
を
「
男
女
私
通
防
止
と
私
通
関
係
適
法
婚
姻
化
に
よ
る
私
通
の
子
の
救
済
」
と
端
的
に
表
現
し
て
い
る
（
59
）。
も
ち
ろ
ん
、
準
正
に
よ
っ
て
非
嫡
出
子
が
「
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
と
い
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
も
当
然
、
準
正
規
定
の
趣
旨
に
含
ま
れ
て
い
る
。
2
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
と
断
行
派
の
主
張
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
に
つ
い
て
は
、
民
法
典
論
争
に
お
い
て
、
そ
の
創
設
自
体
が
延
期
派
か
ら
批
判
さ
れ
、
断
行
派
が
そ
の
批
判
の
不
当
を
論
じ
た
。
旧
民
法
人
事
編
の
準
正
規
定
を
め
ぐ
る
延
期
派
と
断
行
派
の
論
争
は
、
星
野
博
士
に
よ
っ
て
簡
潔
に
整
理
分
析
さ
れ
て
い
る
の
で
（
60
）、
そ
の
先
行
研
究
を
も
と
に
復
刻
増
補
版
も
活
用
し
な
が
ら
両
派
の
主
張
を
確
認
し
た
い
。
延
期
派
は
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
五
月
二
五
日
発
兌
の
法
学
新
報
一
四
号
掲
載
の
「
社
説
法
典
実
施
延
期
意
見
」
に
お
い
て
、
人
事
編
に
準
正
規
定
が
置
か
れ
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
た
。
同
意
見
は
、
復
刻
増
補
版
一
七
一
頁
上
段
か
ら
一
八
五
頁
に
わ
た
っ
て
収
録
さ
れ
て
い
る
。
復
刻
増
補
版
末
尾
の
「
対
照
表
」
も
参
照
し
つ
つ
（
61
）、
対
照
表
に
示
さ
れ
て
い
る
原
典
と
の
不
一
致
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
示
し
、
そ
れ
に
続
い
て
原
典
の
表
記
を
﹇
﹈
内
で
（
や
は
り
ゴ
チ
ッ
ク
で
）
指
摘
し
た
上
で
、
以
下
に
同
意
見
に
お
け
る
準
正
規
定
批
判
部
分
（
復
刻
増
補
版
一
七
六
頁
上
段
一
三
行
目
か
ら
同
頁
上
段
二
一
行
目
）
を
復
刻
増
補
版
か
ら
抜
き
出
し
て
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
同
意
見
の
原
典
は
、
漢
字
と
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
濁
点
は
な
い
が
、
一
部
に
句
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
62
）。
下
記
の
右
批
判
部
分
に
つ
い
て
、
濁
点
は
、
星
野
博
士
が
付
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
原
典
に
お
い
て
は
付
さ
れ
て
い
な
い
（
原
典
に
お
い
て
、
句
点
は
下
記
の
引
用
部
分
と
同
じ
位
置
に
の
み
付
さ
れ
て
い
る
が
、
読
点
は
全
く
付
さ
れ
て
い
な
い
）。
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「
人
事
篇
第
百
三
条
ニ
依
レ
バ
庶
子
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ニ
依
リ
テ
当
然
嫡
出
子
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
ベ
キ
モ
ノ
ト
ス
レ
ド
モ
是
レ
亦
個
人
主
義
ノ
欧
洲
制
度
ニ
シ
テ
家
督
相
続
ヲ
以
テ
人
事
ノ
最
モ
重
キ
モ
ノ
ト
為
ス
ノ
邦
国
ニ
取
リ
テ
ハ
甚
ダ
不
当
ノ
規
定
ト
謂
ハ
ザ
（
マ
マ
）
ル
ヲ
得
ズ
。
蓋
シ
此
法
文
タ
ル
羅
馬
法
ニ
基
キ
又
羅
馬
法
ハ
コ
ン
ス
タ
ン
帝
ガ
仁
慈
心
ト
当
時
羅
馬
ノ
風
俗
敗
頽
ノ
結
果
ト
シ
テ
私
生
子
ノ
夥
多
ナ
ル
弊
ヲ
救
ヒ
且
父
母
ヲ
シ
テ
可
成
正
当
ノ
婚
姻
ヲ
為
サ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
ノ
政
策
ト
ニ
淵
源
セ
リ
而
シ
テ
今
ヤ
民
法
ハ
直
ニ
此
政
策
ヲ
採
テ
以
テ
我
国
俗
ヲ
変
更
セ
ン
ト
セ
リ
、
豈
国
情
ニ
﹇
セ
リ
是
豈
国
情
ニ
﹈
適
シ
時
弊
ニ
切
ナ
ル
モ
ノ
ノ
謂
フ
ベ
ケ
ン
ヤ
﹇
切
ナ
ル
モ
ノ
ト
謂
フ
ヘ
ケ
ン
ヤ
﹈」
右
の
延
期
派
の
準
正
規
定
創
設
に
対
す
る
批
判
は
、
準
正
規
定
に
よ
り
非
嫡
出
子
に
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
さ
せ
る
こ
と
は
、
家
督
相
続
制
度
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
八
七
条
お
よ
び
同
二
九
四
条
参
照
）
に
反
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
に
よ
れ
ば
、
戸
主
た
る
被
相
続
人
と
親
等
の
最
も
近
い
卑
属
親
の
う
ち
（
同
条
一
項
第
一
）、
男
子
が
優
先
的
に
家
督
相
続
人
と
な
り
（
同
条
一
項
第
二
）、
男
子
が
複
数
人
い
る
場
合
は
、
先
に
生
ま
れ
た
男
子
が
家
督
相
続
人
と
な
る
（
同
条
一
項
第
三
本
文
）。
そ
し
て
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
（
庶
子
ま
た
は
私
生
子
）
が
い
る
と
き
は
、
嫡
出
子
で
あ
る
男
子
が
、
非
嫡
出
子
で
あ
る
男
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
（
同
条
一
項
第
三
但
書
）。
ま
た
、
戸
主
た
る
被
相
続
人
と
親
等
の
最
も
近
い
卑
属
親
の
う
ち
、
男
子
が
お
ら
ず
女
子
の
み
が
複
数
人
い
る
場
合
も
、
先
に
生
ま
れ
た
女
子
が
、
優
先
的
に
家
督
相
続
人
と
な
り
（
同
条
一
項
第
四
本
文
）、
嫡
出
子
で
あ
る
女
子
と
非
嫡
出
子
（
庶
子
ま
た
は
私
生
子
）
で
あ
る
女
子
と
で
は
、
嫡
出
子
が
非
嫡
出
子
を
排
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
（
同
条
一
項
第
四
但
書
）。
同
意
見
は
、
婚
姻
準
正
ま
た
は
認
知
準
正
に
よ
っ
て
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
と
な
る
と
（
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
）
結
果
的
に
、
先
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
が
前
に
存
在
し
て
い
た
嫡
出
子
を
準
正
に
よ
り
排
除
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
と
こ
ろ
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）、
こ
れ
は
嫡
出
子
が
優
先
的
に
戸
主
と
な
る
と
い
う
家
督
相
続
制
度
に
反
し
、「
伝
統
的
家
制
」
を
無
視
す
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
旧
民
法
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九
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
の
準
正
規
定
創
設
を
批
判
す
る
。
延
期
派
は
、
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
に
優
先
す
る
よ
う
な
相
続
制
度
は
、
個
人
主
義
を
基
礎
と
す
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
そ
れ
で
あ
っ
て
、「
伝
統
的
家
制
」
を
重
ん
じ
る
日
本
の
そ
れ
と
合
致
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
断
行
派
は
、
ど
の
よ
う
な
反
論
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
星
野
博
士
は
、
復
刻
増
補
版
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
「
法
治
協
会
々
員
某
執
筆
の
弁
妄
書
（
法
治
協
会
起
稿
）」
の
該
当
部
分
を
紹
介
し
て
い
る
（
63
）。
星
野
博
士
が
引
用
し
て
い
る
箇
所
か
ら
み
て
、
そ
れ
は
、
明
治
二
五
（
一
八
九
二
）
年
五
月
一
二
日
発
行
の
「
弁
妄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
冊
子
体
（
本
文
末
尾
に
「
未
完
」
と
の
表
記
が
あ
る
）
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
（
64
）。
筆
者
が
参
照
し
た
冊
子
体
は
、
東
京
大
学
大
学
院
法
学
政
治
学
研
究
科
附
属
近
代
日
本
法
政
史
料
セ
ン
タ
ー
原
資
料
部
所
蔵
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
で
あ
る
（
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
版
の
原
資
料
は
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
が
所
蔵
し
て
い
る
）
（
65
）。
以
下
、
星
野
博
士
が
引
用
し
て
い
る
「
弁
妄
」
に
お
け
る
断
行
派
の
反
論
（
冊
子
体
一
四
頁
か
ら
一
五
頁
ま
で
）
を
掲
載
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
た
だ
し
、
星
野
博
士
の
引
用
と
冊
子
体
「
弁
妄
」（
原
典
）
を
対
照
し
た
結
果
判
明
し
た
不
一
致
が
み
と
め
ら
れ
る
箇
所
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
記
し
、
そ
れ
に
続
い
て
﹇
﹈
内
で
（
や
は
り
ゴ
チ
ッ
ク
で
）
原
典
の
表
記
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
原
典
は
、
漢
字
と
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
句
点
も
濁
点
も
な
い
が
、
一
部
に
読
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
原
典
で
は
以
下
の
引
用
部
分
に
読
点
は
な
い
）。
下
記
の
引
用
部
分
に
付
さ
れ
て
い
る
濁
点
と
句
読
点
は
、
星
野
博
士
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
彼
等
の
此
言
（
先
に
紹
介
し
た
「
法
典
実
施
延
期
意
見
」
の
該
当
部
分
の
こ
と
―
筆
者
注
）
あ
る
は
庶
子
の
定
解
を
得
ざ
る
に
因
る
の
み
、
法
文
の
所
謂
庶
子
と
は
従
前
の
如
く
特
に
妾
腹
の
子
を
指
す
に
あ
ら
ず
、
即
ち
正
式
の
婚
姻
に
基
﹇
原
﹈
つ
か
ず
し
て
生
め
る
子
は
汎
く
之
を
庶
子
と
称
す
る
も
の
と
す
（
其
定
ま
り
た
る
父
あ
る
こ
と
は
勿
論
な
り
﹇
父
あ
る
は
勿
論
た
り
﹈。
父
の
知
れ
ざ
る
子
を
﹇
知
れ
さ
る
子
を
は
﹈
私
生
子
と
言
ふ
﹇
云
ふ
﹈
人
事
編
九
十
六
条
﹇
第
九
十
六
条
﹈）。
茲
に
一
男
子
あ
り
、
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相
当
の
手
続
を
以
て
妻
を
娶
り
た
る
も
適
法
に
婚
姻
の
儀
式
を
行
は
ず
し
て
生
め
る
子
は
庶
子
た
り
﹇
生
め
る
子
は
法
律
上
庶
子
た
り
﹈。
又
私
通
に
て
生
れ
た
る
子
﹇
出
て
た
る
子
﹈、
並
び
に
妾
を
置
き
て
生
め
る
子
も
庶
子
た
り
故
に
爾
後
其
父
母
が
適
法
に
婚
姻
を
な
す
に
お
い
て
は
其
の
庶
子
た
る
者
を
﹇
為
す
に
於
て
は
曩
の
庶
子
た
る
者
を
﹈
嫡
出
子
と
な
す
べ
き
こ
と
実
に
当
然
﹇
為
す
へ
き
こ
と
事
実
当
然
﹈
な
る
に
あ
ら
ず
や
。
唯
父
母
が
公
然
婚
姻
を
な
さ
ず
し
て
﹇
為
さ
す
し
て
﹈
生
め
る
の
故
を
以
て
、
同
胎
前
出
の
子
を
﹇
同
胞
前
出
の
子
を
は
﹈
如
何
に
す
る
も
嫡
出
子
と
な
す
こ
と
﹇
為
す
こ
と
﹈
能
は
ず
と
す
る
は
寔
に
是
れ
不
条
理
な
る
の
み
な
ら
ず
旧
慣
に
違
ふ
も
の
な
り
﹇
全
く
旧
慣
に
違
ふ
も
の
な
り
﹈。
初
め
妾
と
し
た
る
﹇
初
め
妾
と
し
て
幸
し
た
る
﹈
婦
を
本
妻
と
な
し
た
る
に
拘
ら
ず
﹇
為
し
た
る
拘
は
ら
す
﹈、
後
出
の
子
の
み
﹇
子
を
の
み
﹈
嫡
出
と
呼
び
、
同
胎
﹇
同
胞
﹈
前
出
の
子
を
ば
必
ず
﹇
必
ら
す
﹈
庶
子
と
呼
び
た
る
実
例
は
余
の
﹇
余
輩
の
﹈
曾
て
聞
か
ざ
る
所
な
り
。
蓋
し
彼
等
は
異
母
の
庶
子
を
嫡
出
と
做
し
、
以
て
真
の
嫡
出
子
を
凌
が
し
む
る
は
家
を
重
ん
ず
る
国
風
に
適
は
ず
と
思
推
﹇
思
意
﹈
し
た
る
や
疑
な
し
﹇
疑
ひ
な
し
﹈
と
雖
も
、
斯
の
如
き
は
我
民
法
﹇
我
か
民
法
﹈
の
固
よ
り
行
は
ざ
る
﹇
許
さ
さ
る
﹈
所
な
り
。
家
督
相
続
に
関
し
て
男
女
長
幼
嫡
庶
の
分
別
を
正
し
た
る
こ
と
財
産
取
得
編
第
二
百
九
十
五
条
に
就
き
見
る
べ
し
」
断
行
派
は
、
準
正
規
定
を
創
設
し
な
け
れ
ば
、
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
た
と
え
そ
の
後
父
母
が
婚
姻
し
て
も
嫡
出
子
と
は
な
り
え
ず
社
会
的
不
利
益
を
負
う
が
、
そ
の
父
母
の
婚
姻
後
に
そ
の
父
母
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
嫡
出
子
と
な
る
こ
と
か
ら
、
父
母
の
婚
姻
前
に
出
生
し
た
か
そ
の
後
に
出
生
し
た
か
で
、
社
会
的
不
利
益
を
負
う
子
と
そ
う
で
な
い
子
が
生
じ
て
し
ま
い
、
不
公
平
な
状
態
が
発
生
す
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
、
延
期
派
が
批
判
す
る
、
嫡
出
子
よ
り
も
先
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
が
準
正
に
よ
っ
て
嫡
出
子
と
な
り
、
家
督
相
続
に
つ
い
て
嫡
出
子
に
優
先
す
る
こ
と
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）
は
「
伝
統
的
家
制
」
を
破
壊
す
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
準
正
に
よ
り
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
と
な
る
の
は
そ
の
子
が
「
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
」
と
い
え
る
か
ら
、
つ
ま
り
、
そ
の
子
は
嫡
出
子
で
あ
る
か
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一
一
ら
で
あ
り
、
準
正
規
定
創
設
に
よ
り
「
伝
統
的
家
制
」
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
、
父
母
が
婚
姻
し
な
く
て
も
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
嫡
出
子
が
戸
主
と
な
る
と
い
う
家
督
相
続
制
度
に
反
し
、「
伝
統
的
家
制
」を
破
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
が
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
は
父
母
の
婚
姻
を
準
正
の
一
要
件
と
し
て
お
り
、
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
を
嫡
出
子
と
は
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
の
但
書
ど
お
り
、
そ
の
非
嫡
出
子
は
嫡
出
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
人
に
な
る
こ
と
は
な
い
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
断
行
派
は
、
延
期
派
の
批
判
は
的
外
れ
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
（
66
）。
ま
た
、
断
行
派
の
水
町
袈
裟
六
か
ら
も
延
期
派
の
批
判
に
対
す
る
反
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。
復
刻
増
補
版
二
五
一
頁
下
段
か
ら
は
じ
ま
る
「
法
典
実
施
延
期
意
見
書
ニ
対
ス
ル
弁
駁
」
に
お
け
る
該
当
部
分
を
紹
介
し
た
い
（
67
）。
な
お
、
原
典
は
、
漢
字
と
片
仮
名
で
表
記
さ
れ
て
お
り
、
一
部
に
句
読
点
と
濁
点
が
付
さ
れ
て
い
る
（
こ
れ
か
ら
紹
介
す
る
該
当
部
分
に
は
句
読
点
お
よ
び
濁
点
は
な
い
）
（
68
）。
復
刻
増
補
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
水
町
論
文
と
原
典
と
の
間
に
不
一
致
が
あ
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、
ゴ
チ
ッ
ク
で
表
記
し
、﹇
﹈
内
に
原
典
の
表
記
を
示
す
（
69
）。
「
延
期
論
者
ハ
何
ソ
外
国
ノ
古
ニ
詳
ニ
シ
テ
我
邦
ノ
今
日
ニ
昧
キ
ヤ
夫
レ
庶
子
カ
父
母
ノ
婚
姻
ニ
依
リ
テ
嫡
出
ノ
子
ト
為
ル
ハ
今
日
既
定
ノ
慣
例
ニ
非
ス
ヤ
之
ヲ
説
明
ス
ル
ニ
ハ
必
ス
シ
モ
個
人
主
義
ヲ
借
リ
羅
馬
ノ
古
ニ
遡
ル
ヲ
須
タ
サ
ル
ナ
リ
且
母
既
ニ
正
式
ノ
結
婚
ヲ
為
シ
タ
ル
時
ハ
﹇
結
婚
ヲ
為
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
﹈
其
結
婚
前
ノ
子
ヲ
嫡
出
子
ト
為
ス
モ
何
ノ
背
理
カ
之
レ
ア
ラ
ム
母
既
ニ
同
シ
ク
父
又
タ
同
シ
而
テ
母
ハ
正
式
ノ
婚
姻
ニ
依
リ
テ
嫡
母
ト
ナ
ラ
ハ
其
子
何
ソ
庶
子
タ
ラ
サ
ル
可
カ
ラ
サ
ル
理
ア
ラ
ム
ヤ
今
此
規
定
ノ
条
理
ニ
反
セ
ス
且
我
邦
今
日
既
ニ
定
マ
レ
ル
慣
習
ナ
ル
コ
ト
右
ノ
如
シ
何
ソ
必
ス
シ
モ
個
人
主
義
或
ハ
羅
馬
古
法
ノ
政
策
説
ヲ
借
テ
之
ヲ
説
明
ス
ル
ヲ
要
セ
ン
又
タ
何
ソ
此
ヲ
彼
ニ
附
会
シ
テ
此
ヲ
非
難
ス
ル
ノ
理
ア
ラ
ム
ヤ
」
（
70
）
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水
町
も
、
非
嫡
出
子
が
父
母
の
婚
姻
を
一
要
件
と
し
て
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
し
う
る
こ
と
は
日
本
の
慣
習
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
、
し
た
が
っ
て
、
準
正
規
定
を
創
設
す
る
こ
と
は
「
伝
統
的
家
制
」
を
破
壊
す
る
も
の
で
は
な
い
と
反
論
し
て
い
る
（
実
質
論
）。
ま
た
、
非
嫡
出
子
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
父
母
が
婚
姻
す
れ
ば
、
そ
の
子
は
「
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
の
間
に
生
ま
れ
た
子
」
と
な
り
う
る
の
で
あ
る
か
ら
、
準
正
規
定
を
認
め
て
か
ま
わ
な
い
と
説
い
て
い
る
（
形
式
論
）。
こ
う
し
て
み
る
と
、「
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
を
創
設
す
る
こ
と
は
、
嫡
出
子
よ
り
も
先
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
人
と
な
り（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）、
『
伝
統
的
家
制
』
を
破
壊
す
る
」
と
い
う
延
期
派
の
核
心
と
な
る
主
張
は
、
子
の
父
母
が
婚
姻
し
て
い
な
い
場
合
に
妥
当
す
る
の
で
あ
っ
て
、
準
正
は
父
母
の
婚
姻
を
一
要
件
と
す
る
こ
と
か
ら
、
準
正
規
定
創
設
に
対
す
る
批
判
と
は
な
り
え
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
後
述
す
る
よ
う
に
、「
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
間
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
嫡
出
子
に
劣
後
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
延
期
派
の
主
張
こ
そ
が
、
法
典
調
査
会
に
お
け
る
旧
民
法
の
規
定
の
修
正
作
業
（
新
規
定
の
起
草
作
業
）
に
お
い
て
、
準
正
以
外
の
規
定
の
修
正
や
起
草
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
3
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
準
正
規
定
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
の
勝
利
を
受
け
て
旧
民
法
を
修
正
し
て
新
民
法
を
起
草
し
た
法
典
調
査
会
に
よ
っ
て
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
は
、
ど
の
よ
う
な
修
正
を
受
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
九（
一
八
九
六
）
年
一
月
二
七
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
五
七
回
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
準
正
規
定
に
関
す
る
甲
号
議
案
八
三
六
条
が
審
議
さ
れ
た
。
甲
号
議
案
八
三
六
条
は
、
次
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
①
父
母
ノ
知
レ
タ
ル
私
生
子
ハ
其
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
152
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
二
）
一
三
②
前
項
ノ
規
定
ハ
子
カ
既
ニ
死
亡
シ
タ
ル
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
③
婚
姻
中
父
母
カ
認
知
シ
タ
ル
私
生
子
ハ
其
認
知
ノ
時
ヨ
リ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
」
（
71
）
甲
号
議
案
八
三
六
条
は
、
実
質
的
に
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
と
同
じ
で
あ
り
、
現
に
こ
の
甲
号
議
案
八
三
六
条
の
審
議
の
冒
頭
富
井
政
章
起
草
委
員
は
、「
本
条
ハ
人
事
編
第
百
三
条
カ
ラ
第
百
五
条
迄
ヲ
合
セ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
て
い
る
（
72
）。
ま
た
、
同
条
の
審
議
に
あ
た
っ
て
、
村
田
保
や
土
方
寧
と
い
っ
た
延
期
派
の
論
客
で
あ
っ
た
委
員
か
ら
も
同
条
の
よ
う
な
準
正
規
定
創
設
に
対
す
る
反
対
意
見
は
、
提
出
さ
れ
な
か
っ
た
。
同
条
は
、
形
式
的
な
文
言
上
の
修
正
を
経
て
、
「
①
庶
子
ハ
之
ヲ
認
知
シ
タ
ル
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
②
婚
姻
中
父
母
カ
認
知
シ
タ
ル
私
生
子
ハ
其
認
知
ノ
時
ヨ
リ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
③
前
二
項
ノ
規
定
ハ
子
カ
既
ニ
死
亡
シ
タ
ル
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」
と
な
り
（
73
）、
さ
ら
な
る
形
式
的
修
正
を
受
け
て
、
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
と
な
っ
た
。
明
治
三
一
年
民
法
施
行
時
の
同
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
①
庶
子
ハ
其
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
②
婚
姻
中
父
母
カ
認
知
シ
タ
ル
私
生
子
ハ
其
認
知
ノ
時
ヨ
リ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
③
前
二
項
ノ
規
定
ハ
子
カ
既
ニ
死
亡
シ
タ
ル
場
合
ニ
之
ヲ
準
用
ス
」
（
74
）
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民
法
典
論
争
に
お
い
て
延
期
派
は
、
準
正
規
定
を
創
設
す
る
と
、
非
嫡
出
子
が
後
で
生
ま
れ
た
嫡
出
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
（
戸
主
）
と
な
り
う
る
こ
と
に
つ
い
て
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）
（
75
）、「
伝
統
的
家
制
」
を
破
壊
す
る
と
し
て
、
そ
の
創
設
に
反
対
し
た
。
し
か
し
、
準
正
が
認
め
ら
れ
る
子
は
嫡
出
子
で
あ
り
、
そ
の
子
が
後
で
生
ま
れ
た
嫡
出
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
人
に
な
っ
た
と
し
て
も
、「
伝
統
的
家
制
」
を
害
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
法
典
調
査
会
は
、
延
期
派
の
主
張
を
勘
案
す
る
こ
と
な
く
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
の
趣
旨
、
つ
ま
り
、
私
通
を
止
め
さ
せ
て
「
法
律
婚
」
を
促
進
し
、
父
母
の
婚
姻
前
に
生
ま
れ
た
子
と
婚
姻
後
に
生
ま
れ
た
子
の
双
方
を
嫡
出
子
と
し
、
前
者
に
対
す
る
社
会
的
不
利
益
を
除
去
し
、
も
っ
て
両
者
間
の
公
平
を
図
る
こ
と
を
妥
当
と
し
て
（
76
）、
旧
民
法
と
実
質
的
に
同
様
の
準
正
規
定
を
創
設
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
民
法
修
正
案
理
由
書
も
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
に
つ
い
て
、「
本
条
ハ
既
成
法
典
人
事
編
第
百
三
条
乃
至
第
百
五
条
ノ
精
神
ヲ
採
用
シ
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
77
）。
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
は
、
実
質
的
に
現
行
民
法
七
八
九
条
に
引
き
継
が
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
非
嫡
出
子
が
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
に
よ
り
嫡
出
子
と
な
り
、
後
に
生
ま
れ
た
嫡
出
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
に
な
る
こ
と
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）
に
つ
い
て
は
、
準
正
前
に
す
で
に
出
生
し
て
い
る
嫡
出
子
の
家
督
相
続
に
対
す
る
期
待
を
害
す
る
と
し
て
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
は
、
法
典
調
査
会
に
お
い
て
修
正
さ
れ
た
。
明
治
三
一
年
民
法
九
七
〇
条
二
項
は
、
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
に
は
な
い
内
容
を
備
え
て
い
る
。
明
治
三
一
年
民
法
九
七
〇
条
二
項
は
、「
八
百
三
十
六
条
ノ
規
定
ニ
依
リ
又
ハ
養
子
縁
組
ニ
因
リ
テ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
シ
タ
ル
者
ハ
家
督
相
続
ニ
付
テ
ハ
其
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
シ
タ
ル
時
ニ
生
マ
レ
タ
ル
モ
ノ
ト
看
做
ス
」
と
規
定
し
て
い
る
。
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
は
、
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
六
月
一
〇
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
七
七
回
法
典
調
査
会
で
説
明
に
立
ち
、「
庶
子
ガ
嫡
出
子
ト
ナ
ル
場
合
此
場
合
ニ
置
キ
マ
シ
テ
ハ
其
者
ガ
嫡
出
子
ニ
ナ
ル
前
ニ
既
ニ
純
然
タ
ル
嫡
出
子
ガ
ア
レ
バ
年
齢
ハ
下
デ
ア
ツ
テ
モ
其
ガ
兄
サ
ン
ノ
ヤ
ウ
ニ
相
続
ノ
上
カ
ラ
ハ
看
ラ
レ
ル
ト
云
フ
ノ
ガ
穏
当
デ
ア
ツ
テ
又
従
来
ノ
慣
習
ニ
モ
適
ウ
コ
ト
ノ
ヤ
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一
五
ウ
ニ
見
ヘ
マ
ス
」
と
述
べ
た
（
78
）。
ま
た
、
著
書
『
民
法
要
義
』
の
中
で
、
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
一
項
お
よ
び
九
七
〇
条
一
項
三
号
な
ら
び
に
五
号
に
よ
り
、
準
正
子
が
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
し
た
時
点
で
出
生
し
て
い
た
自
分
よ
り
後
に
生
ま
れ
た
嫡
出
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、「
啻
ニ
慣
習
ニ
反
ス
ル
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
理
論
ニ
於
テ
モ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ハ
年
少
者
却
テ
先
ニ
之
ヲ
取
得
シ
タ
ル
カ
故
ニ
後
ニ
生
シ
タ
ル
事
実
ニ
由
リ
其
既
得
権
ヲ
奪
ハ
ル
ヘ
キ
理
ナ
シ
」
と
説
明
し
て
い
る
（
79
）。
梅
起
草
委
員
の
説
明
か
ら
す
る
と
、
明
治
三
一
年
民
法
九
七
〇
条
二
項
は
、
先
に
生
ま
れ
た
準
正
子
は
、
後
に
生
ま
れ
た
が
準
正
の
時
点
で
は
出
生
し
て
い
た
嫡
出
子
の
家
督
相
続
に
対
す
る
期
待
を
害
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
注
意
す
べ
き
は
、
準
正
子
が
右
の
嫡
出
子
に
家
督
相
続
に
お
い
て
劣
後
す
る
の
は
「
伝
統
的
家
制
」
を
破
壊
す
る
か
ら
で
は
決
し
て
な
く
、
あ
く
ま
で
も
右
の
嫡
出
子
の
家
督
相
続
に
対
す
る
期
待
を
保
護
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
民
法
修
正
案
理
由
書
も
、
明
治
三
一
年
民
法
九
七
〇
条
二
項
に
つ
き
、
梅
起
草
委
員
が
述
べ
て
い
る
趣
旨
と
同
様
の
そ
れ
を
説
い
て
い
る
（
80
）。
4
「
民
法
典
論
争
の
余
波
」
と
し
て
の
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
非
嫡
出
子
相
続
分
不
平
等
規
定
の
創
設
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
に
対
す
る
延
期
派
に
よ
る
「
準
正
規
定
を
創
設
す
る
と
、
嫡
出
子
よ
り
も
先
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
人
と
な
り
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）、『
伝
統
的
家
制
』
を
破
壊
す
る
」
と
い
う
批
判
が
論
理
的
妥
当
性
を
欠
き
、
法
典
調
査
会
の
旧
民
法
規
定
の
修
正
作
業
に
お
い
て
考
慮
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
は
、
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
は
実
質
的
に
、
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
に
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
右
の
批
判
か
ら
導
か
れ
る
「『
伝
統
的
家
制
』
を
維
持
す
る
た
め
、
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
」
と
い
う
考
え
方
は
、
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
準
正
規
定
以
外
の
規
定
の
起
草
に
影
響
を
与
え
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
明
治
三
一
年
民
法
に
お
い
て
は
、
家
族
（
明
治
三
一
年
民
法
七
三
二
条
、
同
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
一
六
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七
二
五
条
）
の
死
亡
に
よ
る
相
続
た
る
遺
産
相
続
（
同
九
九
二
条
）
に
つ
い
て
は
、
被
相
続
人
の
子
は
相
続
人
と
な
る
（
同
九
九
四
条
一
号
）。
被
相
続
人
の
嫡
出
子
も
非
嫡
出
子
も
、
同
順
位
の
相
続
人
で
あ
る
（
同
条
二
号
）。
し
か
し
、
嫡
出
子
と
同
順
位
で
あ
る
非
嫡
出
子
は
、
同
じ
被
相
続
人
の
子
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
法
定
相
続
分
は
、
嫡
出
子
の
二
分
の
一
と
さ
れ
て
い
る
（
同
一
〇
〇
四
条
但
書
）。
一
〇
〇
四
条
の
（
明
治
三
一
年
民
法
施
行
時
の
）
条
文
を
次
に
掲
げ
る
。
「
同
順
位
ノ
相
続
人
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
其
各
自
ノ
相
続
分
ハ
相
均
シ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
直
系
卑
属
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
相
続
分
ハ
嫡
出
子
ノ
相
続
分
ノ
二
分
ノ
一
ト
ス
」
こ
の
規
定
が
明
治
三
一
年
民
法
に
置
か
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
明
治
二
九
（
一
八
九
六
）
年
九
月
一
六
日
に
開
催
さ
れ
た
第
一
八
七
回
法
典
調
査
会
に
お
い
て
、
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
の
前
身
で
あ
る
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
が
審
議
さ
れ
た
。
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
は
、
以
下
の
よ
う
な
規
定
で
あ
る
。
「
同
親
等
ノ
直
系
卑
属
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
其
各
自
ノ
相
続
分
ハ
相
均
シ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
相
続
分
ハ
嫡
出
子
ノ
相
続
分
ノ
二
分
ノ
一
ト
ス
」
（
81
）
穂
積
陳
重
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
の
審
議
に
先
行
す
る
甲
号
議
案
九
九
四
条
の
審
議
（
明
治
二
九
〔
一
八
九
六
〕
年
九
月
一
一
日
開
催
の
第
一
八
六
回
法
典
調
査
会
）
に
お
い
て
（
82
）、「
本
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
唯
『
親
等
ノ
異
ナ
リ
タ
ル
者
ノ
間
ニ
在
リ
テ
ハ
其
近
キ
者
ヲ
先
ニ
ス
』
ト
言
ツ
テ
別
ニ
嫡
出
子
ノ
区
別
ヲ
為
シ
マ
セ
ヌ
是
ハ
嫡
出
子
モ
庶
子
モ
私
生
子
モ
同
ジ
相
続
権
ガ
ア
ル
ト
云
フ
意
味
デ
ハ
ア
リ
マ
セ
ヌ
次
ニ
提
出
致
シ
マ
ス
ル
案
ニ
依
テ
相
続
分
ハ
異
ナ
ル
併
ナ
ガ
ラ
苟
シ
ク
モ
子
ト
云
フ
者
ガ
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一
七
ア
リ
マ
ス
レ
バ
ソ
レ
ニ
幾
分
カ
生
活
ノ
基
本
ト
ナ
ル
為
メ
ニ
遺
産
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
遣
ル
ト
云
フ
コ
ト
ガ
正
シ
イ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
ソ
レ
故
ニ
嫡
出
子
ト
庶
子
又
ハ
私
生
子
ト
ニ
依
テ
順
位
ヲ
異
ニ
ス
ル
ト
云
フ
主
義
ハ
採
リ
マ
セ
ナ
ン
ダ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
大
宝
令
ノ
制
度
抔
ニ
依
リ
マ
シ
テ
モ
矢
張
リ
同
順
位
ノ
モ
ノ
デ
ア
リ
マ
シ
テ
唯
相
続
権
ガ
違
ヒ
マ
ス
ル
丈
ケ
ノ
コ
ト
デ
ア
リ
マ
ス
是
ハ
既
ニ
庶
子
私
生
子
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
ア
ル
以
上
ハ
順
位
ハ
同
等
デ
ナ
ケ
レ
バ
ナ
ラ
ヌ
ト
思
ヒ
マ
シ
テ
単
ニ
直
系
卑
属
ト
書
イ
タ
訳
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
述
べ
た
（
83
）。
穂
積
起
草
委
員
の
趣
旨
説
明
か
ら
甲
号
議
案
九
九
四
条
は
、
非
嫡
出
子
の
生
活
を
維
持
す
る
た
め
に
、
つ
ま
り
非
嫡
出
子
の
福
祉
の
た
め
に
、非
嫡
出
子
を
嫡
出
子
と
同
順
位
で
あ
る
家
族
の
遺
産
相
続
人
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
分
か
る（
明
治
三
一
年
民
法
七
三
二
条
、
同
七
二
五
条
お
よ
び
同
九
九
二
条
等
も
参
照
）。
こ
こ
で
は
、
父
母
の
私
通
は
社
会
の
風
俗
に
反
し
て
許
さ
れ
な
い
も
の
の
、
父
母
の
私
通
に
よ
っ
て
出
生
し
た
非
嫡
出
子
に
は
何
ら
そ
の
身
分
に
対
す
る
帰
責
性
は
な
い
か
ら
、
家
族
の
遺
産
相
続
の
順
位
に
つ
い
て
法
的
不
利
益
が
非
嫡
出
子
に
課
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
判
断
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
（
84
）。
旧
民
法
に
お
け
る
遺
産
相
続
に
お
い
て
、
男
性
の
子
に
劣
後
す
る
女
性
の
嫡
出
子
と
同
様
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
三
一
四
条
、
同
二
九
五
条
一
項
第
二
）、
た
と
え
ば
、
同
性
の
子
の
み
が
二
人
存
在
し
、
そ
の
二
人
の
子
が
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
で
あ
る
と
き
は
、
嫡
出
子
が
年
長
の
非
嫡
出
子
に
優
先
し
て
遺
産
相
続
人
と
な
る
こ
と
か
ら
、
年
長
の
非
嫡
出
子
に
は
遺
産
相
続
権
が
一
切
与
え
ら
れ
な
い
と
こ
ろ
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
三
一
四
条
、
同
二
九
五
条
一
項
第
三
但
書
お
よ
び
第
四
但
書
）、
甲
号
議
案
九
九
四
条
は
、
そ
の
年
長
の
非
嫡
出
子
に
つ
い
て
も
遺
産
相
続
権
を
与
え
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
み
る
と
、
明
治
民
法
の
起
草
者
は
、
旧
民
法
と
は
異
な
り
、
非
嫡
出
子
の
遺
産
相
続
権
を
保
障
し
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
穂
積
起
草
委
員
は
、
嫡
出
子
と
同
順
位
の
家
族
の
遺
産
相
続
人
で
あ
る
非
嫡
出
子
は
、
そ
の
法
定
相
続
分
に
つ
い
て
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
伝
統
的
家
制
」
を
維
持
す
る
た
め
に
非
嫡
出
子
に
課
せ
ら
れ
る
法
的
制
約
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
非
嫡
出
子
の
福
祉
を
図
る
こ
と
と
「
伝
統
的
家
制
」
の
維
持
と
い
う
二
つ
の
目
的
を
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
家
族
の
遺
産
相
続
の
場
合
に
お
い
て
、
非
嫡
出
子
を
嫡
出
子
と
同
順
位
の
相
続
人
と
す
る
一
方
で
、
そ
の
非
嫡
出
子
の
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
一
八
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法
定
相
続
分
に
つ
い
て
は
、
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
と
い
う
制
約
を
非
嫡
出
子
に
課
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
延
期
派
が
強
く
主
張
し
た
「
伝
統
的
家
制
」
の
維
持
を
図
り
つ
つ
、
身
分
に
何
ら
帰
責
性
の
な
い
非
嫡
出
子
の
法
的
利
益
に
最
大
限
配
慮
し
よ
う
と
腐
心
し
た
の
で
あ
り
、
そ
の
（
苦
心
の
）
調
整
結
果
の
一
つ
が
、
家
族
の
遺
産
相
続
の
場
合
に
お
け
る
、
非
嫡
出
子
を
嫡
出
子
と
同
順
位
の
遺
産
相
続
人
と
す
る
規
定
（
明
治
三
一
年
民
法
九
九
四
条
）、
お
よ
び
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
不
平
等
規
定
（
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
）
な
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
を
穂
積
起
草
委
員
が
言
う
「
次
ニ
提
出
致
シ
マ
ス
ル
案
」
で
あ
る
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
の
審
議
に
関
す
る
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
等
か
ら
確
認
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。
な
お
、
甲
号
議
案
九
九
四
条
は
法
典
調
査
会
に
お
け
る
審
議
の
結
果
、
修
正
さ
れ
る
こ
と
な
く
議
決
さ
れ
、
明
治
三
一
年
民
法
九
九
四
条
に
そ
の
ま
ま
引
き
継
が
れ
た
（
85
）。
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
の
審
議
の
冒
頭
、
穂
積
陳
重
起
草
委
員
は
、「
本
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
庶
子
私
生
子
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
嫡
出
子
ト
同
順
位
ニ
ナ
ツ
テ
オ
リ
マ
ス
カ
ラ
此
間
ニ
嫡
出
子
ハ
庶
子
ト
相
均
シ
キ
相
続
分
ヲ
受
ク
ル
私
生
子
ハ
其
間
ニ
又
平
等
ナ
ル
相
続
分
ヲ
受
ク
ル
ト
云
フ
区
別
ヲ
為
ス
コ
ト
ガ
出
テ
参
リ
マ
ス
是
レ
ハ
本
案
ニ
於
キ
マ
シ
テ
ハ
庶
子
私
生
子
ノ
位
置
ハ
諸
外
国
ノ
例
ニ
比
ベ
テ
見
マ
ス
レ
バ
余
程
優
等
ノ
位
地
ヲ
占
メ
テ
居
リ
マ
ス
前
ノ
順
位
ノ
ト
キ
ニ
モ
一
寸
述
ベ
テ
置
キ
マ
シ
タ
ソ
レ
デ
丸
デ
嫡
出
子
ト
同
ジ
相
続
分
ヲ
受
ク
ル
ト
云
フ
コ
ト
ハ
法
律
ガ
愈
々
婚
姻
ト
云
フ
モ
ノ
ヲ
認
メ
テ
又
親
族
関
係
ト
云
フ
モ
ノ
ハ
婚
姻
ガ
一
番
相
当
ナ
ル
親
族
関
係
ノ
本
ト
シ
マ
シ
タ
以
上
ハ
嫡
出
子
ト
云
フ
モ
ノ
ガ
其
父
母
ノ
跡
ヲ
財
産
ノ
点
ニ
付
テ
モ
継
グ
ト
云
フ
ノ
ヲ
本
則
ト
見
ル
ノ
ガ
当
リ
前
デ
ア
リ
マ
ス
カ
ラ
ソ
レ
故
ニ
嫡
出
子
ト
庶
子
ト
ノ
分
量
ヲ
違
ヘ
タ
ノ
デ
ア
リ
マ
ス
」
と
説
明
し
て
い
る
（
86
）。
甲
号
議
案
九
九
四
条
に
よ
り
非
嫡
出
子
は
、
そ
の
身
分
に
つ
い
て
本
人
に
何
ら
帰
責
性
が
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
福
祉
を
図
る
べ
く
、
嫡
出
子
と
同
順
位
の
家
族
（
明
治
三
一
年
民
法
七
三
二
条
、
同
七
二
五
条
参
照
）
の
遺
産
相
続
人
と
な
る
と
こ
ろ
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
も
嫡
出
子
の
そ
れ
と
同
じ
で
あ
る
な
ら
ば
、
民
法
が
定
め
る
婚
姻
制
度
（
明
治
三
一
年
民
法
第
四
編
第
三
章
）
を
民
法
自
ら
が
無
意
味
に
す
る
に
等
し
く
、
私
通
が
助
長
さ
れ
て
戸
主
が
統
率
す
る
「
伝
統
的
家
制
」
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
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一
九
に
な
る
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
穂
積
起
草
委
員
の
説
明
は
、「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
に
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
る
。
こ
う
し
て
、
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
甲
号
議
案
九
九
四
条
に
よ
り
、
身
分
に
つ
き
帰
責
性
の
な
い
非
嫡
出
子
の
福
祉
と
い
う
法
的
利
益
を
確
保
し
つ
つ
、
同
一
〇
〇
七
条
但
書
に
お
い
て
、
民
法
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
て
い
る
婚
姻
制
度
と
そ
れ
を
前
提
と
し
て
成
立
し
て
い
る
「
伝
統
的
家
制
」
を
維
持
し
よ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
も
著
書
『
民
法
要
義
』
の
中
で
、
非
嫡
出
子
本
人
に
そ
の
身
分
取
得
に
対
す
る
帰
責
任
は
な
く
、
非
嫡
出
子
も
嫡
出
子
と
同
順
位
の
遺
産
相
続
人
と
す
べ
き
で
あ
る
が
（
明
治
三
一
年
民
法
九
九
四
条
）、
嫡
出
子
と
同
じ
法
定
遺
産
相
続
分
を
非
嫡
出
子
に
み
と
め
れ
ば
、「
婚
姻
ニ
重
キ
ヲ
置
キ
タ
ル
精
神
」
に
反
し
て
「
伝
統
的
家
制
」
が
破
壊
さ
れ
、
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
を
図
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
と
す
る
。
そ
こ
で
、
帰
責
性
の
な
い
非
嫡
出
子
の
法
的
利
益
と
「
伝
統
的
家
制
度
」
の
維
持
と
の
調
整
を
図
ら
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
調
整
の
結
果
こ
そ
が
非
嫡
出
子
の
法
定
遺
産
相
続
分
と
嫡
出
子
の
そ
れ
よ
り
も
少
な
く
す
る
こ
と
（
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
）
で
あ
る
と
し
て
い
る
（
87
）。
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
が
非
嫡
出
子
を
家
族
の
遺
産
相
続
人
と
す
る
こ
と
で
（
甲
号
議
案
九
九
四
条
）、
そ
の
法
的
利
益
を
図
っ
て
い
た
こ
と
は
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
な
お
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
遺
産
相
続
分
の
差
で
あ
る
「
二
分
ノ
一
」（
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
但
書
）
自
体
は
、
大
宝
令
等
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
（
88
）、
こ
こ
で
は
具
体
的
な
差
の
算
定
根
拠
で
は
な
く
、
法
律
婚
を
前
提
と
す
る
「
伝
統
的
家
制
」
の
維
持
す
る
た
め
に
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
に
差
を
設
け
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
民
法
典
論
争
に
お
い
て
勝
利
し
た
延
期
派
が
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
に
対
し
て
し
た
「
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
と
な
り
家
督
相
続
人
と
な
り
う
る
結
果
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）、『
伝
統
的
家
制
』
が
破
壊
さ
れ
う
る
」
と
い
う
批
判
は
、
準
正
に
よ
り
非
嫡
出
子
は
嫡
出
子
の
身
分
を
取
得
す
る
こ
と
に
よ
り
「
伝
統
的
家
制
」
は
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
こ
と
か
ら
、
失
当
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
、
そ
の
批
判
か
ら
導
か
れ
る
「『
伝
統
的
家
制
』
を
維
持
す
る
た
め
、
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
法
律
関
係
に
つ
い
て
、
嫡
出
子
に
劣
後
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
彼
ら
の
主
張
松
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は
、
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
但
書
と
い
う
非
嫡
出
子
相
続
分
不
平
等
規
定
の
創
設
へ
と
つ
な
が
っ
た
と
い
え
る
。
甲
号
議
案
一
〇
〇
七
条
は
、
形
式
的
な
文
言
上
の
修
正
を
経
て
、「
同
順
位
ノ
相
続
人
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
其
各
自
ノ
相
続
分
ハ
相
均
シ
キ
モ
ノ
ト
ス
但
直
系
卑
属
数
人
ア
ル
ト
キ
ハ
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
相
続
分
ハ
嫡
出
子
ノ
相
続
分
ノ
二
分
ノ
一
ト
ス
」
と
な
り
（
89
）、
こ
れ
が
そ
の
ま
ま
明
治
三
一
年
民
法
施
行
時
の
一
〇
〇
四
条
と
な
っ
た
。
明
治
三
一
年
民
法
に
お
け
る
非
嫡
出
子
相
続
分
不
平
等
規
定
（
一
〇
〇
四
条
）
の
創
設
は
、
準
正
規
定
創
設
を
一
争
点
と
し
た
民
法
典
論
争
の
余
波
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
（
40
）
な
お
、
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
「
私
生
子
」
と
認
知
さ
れ
て
い
る
「
庶
子
」
の
定
義
規
定
（
人
事
編
九
六
条
と
同
九
八
条
）
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
人
事
編
九
六
条
「
父
ノ
知
レ
サ
ル
子
ハ
私
生
子
ト
ス
」
人
事
編
九
八
条
「
私
生
子
ハ
父
之
ヲ
認
知
ス
ル
ニ
因
リ
テ
庶
子
ト
為
ル
」
（
41
）
手
塚
豊
『
明
治
民
法
史
の
研
究
（
下
）』（
手
塚
豊
著
作
集
第
八
巻
）（
慶
應
通
信
、
一
九
九
一
年
）
二
二
二
頁
を
参
照
。
こ
の
理
由
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
草
案
を
以
下
、「
人
事
編
草
案
」
と
表
記
す
る
。
（
42
）
『
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
』
上
巻
は
、
第
五
章
「
離
婚
」
か
ら
新
た
に
一
丁
と
な
っ
て
お
り
、
最
後
ま
で
通
し
と
な
っ
て
い
る
。
な
お
、
人
事
編
草
案
二
一
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
し
て
い
る
。
「
①
血
属
ト
ハ
共
同
ノ
始
祖
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
者
ノ
間
ニ
聯
結
セ
ル
血
統
ノ
関
係
ヲ
云
フ
②
此
関
係
ハ
婚
姻
ヨ
リ
起
ル
ト
否
ト
ニ
従
ヒ
正
出
ノ
血
属
又
ハ
庶
出
ノ
血
属
ト
為
ス
③
法
律
ハ
七
親
等
ノ
外
ニ
血
属
ノ
関
係
ヲ
認
許
セ
ス
」
二
一
条
二
項
に
よ
れ
ば
、
婚
姻
関
係
に
あ
る
男
女
と
の
間
に
生
ま
れ
た
子
は
、「
正
出
子
」
と
い
い
、
婚
姻
関
係
に
な
い
男
女
の
私
通
に
よ
っ
て
生
ま
れ
た
子
は
、「
庶
出
子
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
（
上
巻
第
一
章
か
ら
第
四
章
ま
で
の
二
五
丁
裏
、
二
六
丁
表
裏
お
よ
び
上
巻
第
五
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
三
五
丁
表
を
参
照
）。
（
43
）
「
法
律
婚
の
促
進
」
に
つ
い
て
熊
野
法
律
取
調
報
告
委
員
は
、『
民
法
草
案
人
事
編
理
由
書
』
上
巻
第
五
章
か
ら
第
六
章
ま
で
の
七
六
頁
丁
表
に
お
い
て
、「
男
女
ノ
私
通
ハ
社
会
ノ
混
雑
ニ
シ
テ
婚
姻
ヲ
為
シ
其
過
失
ヲ
改
メ
シ
ム
ル
ハ
社
会
ノ
利
益
ナ
リ
而
シ
テ
其
改
心
ヲ
致
ス
ハ
恩
愛
ヲ
以
テ
之
ヲ
誘
フ
ニ
如
ク
ハ
ナ
シ
父
母
ニ
シ
テ
其
子
ヲ
愛
セ
サ
ル
ハ
ナ
ク
其
不
幸
ヲ
憐
マ
サ
ル
ハ
ナ
シ
若
シ
婚
姻
ヲ
為
シ
之
ヲ
正
出
子
ニ
准
ス
ル
ヲ
得
ハ
144
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
資
料
（
二
）
二
一
其
醜
行
ヲ
止
メ
正
道
ニ
復
帰
ス
ヘ
シ
是
レ
准
正
ノ
制
ヲ
設
ク
ル
所
以
ニ
シ
テ
甚
タ
善
良
ナ
ル
カ
如
シ
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
六
一
丁
裏
も
参
照
）。
続
い
て
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
に
つ
い
て
は
、
準
正
を
認
め
る
と
男
女
の
私
通
が
増
加
し
て
風
俗
が
乱
れ
る
危
険
も
あ
る
が
、
私
通
を
す
る
男
女
は
情
欲
に
ま
か
せ
て
性
的
関
係
を
も
つ
の
で
あ
る
か
ら
、
準
正
を
禁
じ
て
も
私
通
は
減
少
せ
ず
風
俗
の
維
持
に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
し
（
同
七
六
丁
表
）、
私
通
の
制
止
と
い
う
「
社
会
ノ
利
益
ハ
最
モ
貴
重
ス
ヘ
シ
ト
雖
モ
尚
ホ
貴
重
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ハ
各
人
ノ
権
利
ヲ
保
護
ス
ル
ニ
在
リ
人
親
タ
ル
者
ハ
其
子
ヲ
養
成
教
育
ス
ル
ノ
義
務
ア
リ
子
ハ
其
父
母
ニ
対
シ
養
成
教
育
ヲ
受
ク
ル
ノ
権
利
ア
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
六
二
丁
表
）。
さ
ら
に
、
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
形
式
的
説
明
と
は
、「
准
正
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ヨ
リ
生
ス
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
父
母
婚
姻
ヲ
為
ス
ト
キ
ハ
其
庶
出
子
ハ
当
然
正
出
子
ニ
准
セ
ラ
ル
ル
モ
ノ
ト
ス
」
と
い
う
も
の
（
同
七
六
丁
表
）
で
あ
る
。
（
44
）
星
野
博
士
の
分
析
も
、
同
様
で
あ
る
（
た
だ
し
、
星
野
博
士
が
注
で
指
摘
し
て
い
る
頁
は
「
五
五
頁
以
下
」
と
い
う
よ
う
に
、
本
稿
が
注
（
43
）
で
示
し
た
頁
と
異
な
っ
て
い
る
）（
星
野
通
『
民
法
典
論
争
史
―
明
治
家
族
制
度
論
争
史
―
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
九
年
）
二
九
五
頁
お
よ
び
同
三
〇
八
頁
の
注
（
一
五
）
を
参
照
）。
（
45
）
手
塚
・
前
掲
注
（
41
）
二
三
二
頁
か
ら
二
三
三
頁
ま
で
、
お
よ
び
同
二
三
七
頁
を
参
照
。
（
46
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
（
完
）』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
16
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
九
年
）（
以
下
、『
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
（
完
）』
と
略
す
）
一
三
頁
。
（
47
）
な
お
、
人
事
編
再
調
査
案
一
四
一
条
の
主
語
が
「
私
出
子
」
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
同
八
条
二
項
が
「
血
属
ト
ハ
一
始
祖
ヨ
リ
出
テ
タ
ル
者
ノ
間
ニ
聯
結
セ
ル
血
統
ノ
関
係
ヲ
謂
フ
」
と
い
う
同
条
一
項
を
受
け
て
、「
此
関
係
ハ
婚
姻
ヨ
リ
起
ル
ト
否
ト
ニ
従
ヒ
テ
正
出
ノ
血
属
タ
リ
又
ハ
私
出
ノ
血
属
タ
リ
」
と
規
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
（『
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
（
完
）』（
前
掲
注
（
46
））
一
頁
を
参
照
）。
（
48
）
『
民
法
草
案
人
事
編
再
調
査
（
完
）』（
前
掲
注
（
46
））
一
三
頁
。
（
49
）
以
上
の
松
岡
お
よ
び
村
田
法
律
取
調
委
員
に
よ
る
修
正
意
見
に
つ
い
て
は
、
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
律
取
調
委
員
会
民
法
ニ
関
ス
ル
諸
意
見
書
綴
込
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
16
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
九
年
）
六
〇
頁
を
参
照
。
（
50
）
手
塚
・
前
掲
注
（
41
）
二
四
三
頁
か
ら
二
八
一
頁
等
を
参
照
。
（
51
）
星
野
・
前
掲
注
（
7
）『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
九
六
頁
を
参
照
。
（
52
）
熊
野
敏
三＝
岸
本
辰
雄
『
民
法
〔
明
治
23
年
〕
正
義
人
事
編
巻
之
壹
（
上
下
）』（
復
刻
版
）（
信
山
社
、
一
九
九
六
年
）
の
下
巻
七
八
頁
か
ら
七
九
頁
。
（
53
）
熊
野＝
岸
本
・
前
掲
注
（
52
）
の
下
巻
八
〇
頁
。
（
54
）
星
野
・
前
掲
注
（
44
）
二
九
五
頁
か
ら
二
九
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
筆
者
が
旧
民
法
に
お
け
る
非
嫡
出
子
の
「
法
的
不
利
益
（
法
律
上
の
不
利
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
二
二
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益
）」
に
言
及
し
て
い
な
い
の
は
、
確
か
に
父
に
認
知
さ
れ
て
い
な
い
私
生
子
（
人
事
編
九
六
条
）
の
場
合
、
父
に
対
す
る
養
料
給
付
請
求
が
認
め
ら
れ
な
い
（
人
事
編
一
九
条
一
項
、
同
二
六
条
一
項
）
と
い
う
法
的
不
利
益
は
あ
る
も
の
の
、
庶
子
の
場
合
（
人
事
編
九
八
条
）
は
、
父
に
対
す
る
養
料
給
付
請
求
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
家
督
相
続
に
お
い
て
た
と
え
ば
、
被
相
続
人
の
子
の
う
ち
、
男
子
が
私
生
子
ま
た
は
庶
子
一
人
で
あ
り
、
あ
と
は
嫡
出
子
た
る
女
子
だ
け
で
あ
る
と
き
、
そ
の
私
生
子
ま
た
は
庶
子
で
あ
る
男
子
が
嫡
出
子
で
あ
る
女
子
を
排
し
て
家
督
相
続
人
に
な
る
等
（
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
二
、
な
お
井
上
操
『
民
法
〔
明
治
23
年
〕
詳
解
取
得
編
之
部
下
巻
』（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
九
九
頁
を
参
照
。
ま
た
、
こ
の
こ
と
は
、
遺
産
相
続
に
つ
い
て
も
同
じ
で
あ
る
（
財
産
取
得
編
三
一
三
条
、
同
三
一
四
条
を
参
照
））、
必
ず
し
も
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
に
比
し
て
法
的
不
利
益
を
負
う
と
断
じ
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。
な
お
、
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
の
但
書
に
は
、
嫡
出
子
が
庶
子
ま
た
は
私
生
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
法
律
取
調
報
告
委
員
の
磯
部
四
郎
は
（
星
野
・
前
掲
注
（
7
）『
明
治
民
法
編
纂
史
研
究
』
九
六
頁
か
ら
九
七
頁
を
参
照
）、「
何
ト
ナ
レ
ハ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
生
マ
レ
タ
ル
者
ト
私
通
ニ
因
リ
テ
生
レ
タ
ル
者
ト
ハ
同
ク
是
レ
子
ナ
リ
ト
ス
ル
モ
其
身
分
ニ
於
テ
自
ラ
先
後
ノ
順
序
ア
レ
ハ
ナ
リ
」
と
述
べ
る
（
磯
部
四
郎
『
民
法
〔
明
治
23
年
〕
釈
議
財
産
取
得
編
（
下
）（
相
続
法
之
部
）』（
復
刻
版
）（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
三
四
頁
）。
こ
れ
も
、
社
会
の
風
俗
に
反
す
る
私
通
を
防
止
し
て
法
律
婚
を
促
進
す
る
趣
旨
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
（
55
）
井
上
操
『
民
法
〔
明
治
23
年
〕
詳
解
人
事
之
部
上
巻
・
下
巻
』（
復
刻
版
）（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
上
巻
の
二
四
一
頁
か
ら
二
四
二
頁
。
（
56
）
井
上
・
前
掲
注
（
55
）
上
巻
の
二
四
二
頁
。
磯
部
四
郎
『
民
法
〔
明
治
23
年
〕
釈
義
人
事
編
之
部
（
上
）』
（
復
刻
版
）
（
信
山
社
、
一
九
九
七
年
）
三
九
三
頁
か
ら
三
九
四
頁
も
、「
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ヲ
シ
テ
嫡
出
子
タ
ル
コ
ト
ヲ
得
セ
シ
ム
ル
ハ
父
母
ノ
婚
姻
ヲ
誘
導
ス
ル
ノ
精
神
ニ
出
ツ
レ
ハ
ナ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
。
（
57
）
手
塚
太
郎
『
日
本
民
法
〔
明
治
23
年
〕
人
事
編
釈
義
附
日
本
法
例
〔
明
治
23
年
〕
釈
義
』（
復
刻
版
）（
信
山
社
、
二
〇
〇
二
年
）
の
人
事
編
釈
義
の
二
五
四
頁
か
ら
二
五
五
頁
を
参
照
。
（
58
）
手
塚
・
前
掲
注
（
57
）
二
七
一
頁
か
ら
二
七
二
頁
。
（
59
）
星
野
・
前
掲
注
（
44
）
二
九
五
頁
を
参
照
。
（
60
）
星
野
・
前
掲
注
（
44
）
二
七
七
頁
か
ら
三
〇
〇
頁
を
参
照
。
（
61
）
具
体
的
に
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
二
三
頁
を
参
照
。
（
62
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
九
八
頁
上
段
六
行
目
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
43
）
を
参
照
。
（
63
）
星
野
・
前
掲
注
（
44
）
二
七
八
頁
お
よ
び
二
八
六
頁
か
ら
二
八
七
頁
を
参
照
。
（
64
）
表
紙
に
は
、「
弁
妄
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
前
に
「
備
付
一
」
と
の
書
込
み
が
あ
る
。
ま
た
、
タ
イ
ト
ル
に
続
い
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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（
二
）
二
三
「
新
法
典
ハ
新
粋
ナ
ル
文
明
ノ
法
理
ト
我
国
特
有
ノ
慣
習
ト
ヲ
具
備
セ
ル
適
良
不
可
換
ノ
一
大
法
典
ナ
リ
新
法
典
ノ
実
施
ハ
今
日
ニ
於
ケ
ル
国
権
拡
張
ノ
一
大
断
案
ナ
リ
新
法
典
ノ
実
施
延
期
論
ハ
徒
ラ
ニ
一
豆
大
局
ノ
利
害
ニ
跼
束
シ
天
下
ノ
大
勢
ヲ
達
観
セ
サ
ル
一
片
ノ
譫
言
ナ
リ
」
（
65
）
こ
の
冊
子
体
に
つ
い
て
は
、「
法
治
協
会
雑
誌
号
外
」
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
（
村
上
一
博
「
旧
民
商
法
施
行
断
行
論
（
明
治
法
律
学
校
関
係
）
の
新
資
料
四
編
」
法
律
論
叢
七
五
巻
五＝
六
号
（
二
〇
〇
三
年
）
二
一
七
頁
か
ら
二
一
九
頁
〔
本
冊
子
体
の
全
文
に
つ
い
て
は
、
同
二
三
九
頁
か
ら
二
四
八
頁
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
〕、
福
島
正
夫
編
『
穂
積
陳
重
博
士
と
明
治
・
大
正
期
の
立
法
事
業
―
穂
積
陳
重
立
法
関
係
文
書
の
解
説
・
目
録
お
よ
び
資
料
―
』（
民
法
成
立
過
程
研
究
会
、
一
九
六
七
年
）〔
同
編
『
穂
積
陳
重
立
法
関
係
文
書
の
研
究
』（
信
山
社
、
一
九
八
九
年
）
所
収
〕
五
〇
頁
、
お
よ
び
阿
部
徹
「
民
法
成
立
史
一
斑
（
九
）―
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
蔵
「
穂
積
文
書
」
採
録
―
」
筑
波
法
政
二
三
号
（
一
九
九
七
年
）
三
四
九
頁
を
参
照
。
た
し
か
に
、
本
冊
子
体
と
同
様
本
文
に
お
い
て
述
べ
た
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
に
収
録
さ
れ
て
い
る
、
表
紙
に
「
法
治
協
会
雑
誌
号
外
」
と
の
表
記
が
あ
る
冊
子
体
た
る
東
京
府
下
代
言
人
有
志
者
「
法
典
断
行
意
見
」（
明
治
二
五
〔
一
八
九
二
〕
年
六
月
一
日
出
版
）
の
編
輯
者
（
斉
藤
孝
治
、
塩
入
太
輔
、
和
田
守
菊
次
郎
の
三
名
）、
発
行
兼
印
刷
人
（
鈴
木
敬
親
）
お
よ
び
発
行
所
（
明
法
堂
）
と
、
本
冊
子
体
の
そ
れ
ら
は
同
一
で
あ
る
が
、
本
冊
子
体
に
は
「
法
治
協
会
雑
誌
号
外
」
で
あ
る
こ
と
を
示
す
表
記
は
な
い
た
め
、
本
稿
で
は
本
冊
子
体
「
弁
妄
」
を
「
法
治
協
会
雑
誌
号
外
」
と
は
い
わ
な
い
こ
と
に
し
た
い
。
（
66
）
星
野
博
士
は
、「
要
す
る
に
断
行
論
者
は
適
法
婚
姻
を
な
さ
ざ
る
間
に
出
生
し
た
る
の
一
事
を
の
み
以
て
、
永
久
に
そ
の
子
を
嫡
出
子
と
な
す
こ
と
能
は
ざ
る
を
不
合
理
な
り
と
な
し
、
異
母
庶
子
を
嫡
出
と
な
し
て
、
以
て
真
の
嫡
出
子
を
凌
が
し
む
る
は
伝
統
的
家
制
に
お
け
る
血
統
の
純
潔
（
マ
マ
）
性
を
破
る
と
な
す
延
期
派
攻
撃
の
的
は
ず
れ
な
る
を
明
か
に
し
て
、
婚
姻
後
の
同
胎
嫡
出
子
と
の
衡
平
の
意
味
に
お
い
て
も
婚
姻
前
同
胎
出
生
の
子
を
嫡
出
と
な
す
必
要
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
ゐ
る
」
と
し
（
星
野
・
前
掲
注
（
44
）
二
八
七
頁
）、
ま
た
、「
延
期
派
の
真
意
は
前
掲
法
治
協
会
弁
妄
書
も
論
ず
る
如
く
異
母
の
庶
子
を
嫡
出
と
見
做
し
、
真
の
嫡
出
子
を
凌
が
し
む
る
は
血
統
純
潔
性
を
破
る
と
言
ふ
点
に
あ
る
ら
し
い
が
、
か
く
の
如
き
不
合
理
は
旧
民
法
も
も
と
よ
り
許
さ
な
か
つ
た
所
で
あ
り
、
現
に
財
産
取
得
編
第
二
百
九
十
五
条
家
督
相
続
順
位
に
関
す
る
規
定
が
か
か
る
不
合
理
を
防
止
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
こ
の
規
定
も
（
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
―
筆
者
注
）
延
期
論
者
の
難
ず
る
所
き
わ
め
て
理
由
と
ぼ
し
き
事
と
な
る
」
と
分
析
し
て
い
る
（
同
二
九
五
頁
）。
た
し
か
に
、
論
理
的
に
も
断
行
派
の
主
張
が
延
期
派
の
そ
れ
に
勝
っ
て
い
る
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
（
67
）
表
題
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
六
頁
の
対
照
表
を
参
照
。
（
68
）
水
町
論
文
の
原
典
に
つ
い
て
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
一
頁
か
ら
は
じ
ま
る
補
注
（
61
）
を
参
照
。
（
69
）
具
体
的
に
は
、
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
三
〇
五
頁
を
参
照
。
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（
70
）
星
野
・
前
掲
注
（
2
）
二
五
五
頁
下
段
三
行
目
か
ら
一
二
行
目
。
（
71
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
民
法
第
一
議
案
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
13
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
八
年
）（
以
下
、『
民
法
第
一
議
案
』
と
す
る
）
三
〇
五
頁
。
な
お
前
掲
注
（
39
）
の
「
第
二
回
法
典
調
査
委
員
総
会
委
員
総
会
」
と
あ
る
の
は
、「
第
二
回
法
典
調
査
委
員
総
会
」
の
誤
植
で
あ
る
。
お
詫
び
し
て
、
訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
72
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
6
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）（
以
下
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
』
と
す
る
）
五
九
三
頁
。
（
73
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
六
』（
前
掲
注
（
72
））
六
二
二
頁
か
ら
六
二
六
頁
を
参
照
。
（
74
）
な
お
、
明
治
三
一
年
民
法
八
二
七
条
は
、
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。
「
①
私
生
子
ハ
其
父
又
ハ
母
ニ
於
テ
之
ヲ
認
知
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
②
父
カ
認
知
シ
タ
ル
私
生
子
ハ
之
ヲ
庶
子
ト
ス
」
（
75
）
こ
れ
は
、
明
治
三
一
年
民
法
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
（
同
九
七
〇
条
一
項
三
号
お
よ
び
五
号
を
参
照
。
（
76
）
梅
起
草
委
員
も
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
同
シ
ク
甲
乙
間
ノ
子
ニ
シ
テ
婚
姻
前
ニ
生
マ
レ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
私
生
子
ト
シ
婚
姻
後
ニ
生
マ
レ
タ
ル
者
ハ
之
ヲ
嫡
出
子
ト
シ
先
キ
ニ
生
マ
レ
タ
ル
者
ノ
権
利
却
テ
後
ニ
生
マ
レ
タ
ル
者
ノ
権
利
ニ
及
ハ
サ
ル
カ
如
キ
ハ
不
倫
タ
ル
ノ
感
ナ
キ
ニ
非
ス
故
ニ
父
母
共
ニ
認
メ
タ
ル
子
ハ
其
父
母
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
当
然
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
ト
シ
且
婚
姻
前
ニ
父
母
共
又
ハ
其
一
人
カ
之
ヲ
認
知
セ
サ
リ
シ
ト
キ
ト
雖
モ
猶
ホ
後
日
之
ヲ
認
知
ス
ル
ト
キ
ハ
其
時
ヨ
リ
嫡
出
子
タ
ル
身
分
ヲ
取
得
ス
ル
モ
ノ
ト
セ
リ
」
と
述
べ
て
い
る
（
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
四
親
族
編
』（
明
治
45
年
版
〔
第
二
二
版
〕
復
刻
版
）（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
二
七
〇
頁
）。
（
77
）
『
民
法
修
正
案
理
由
書
〔
第
四
編
親
族
第
五
編
相
続
〕』（
復
刻
版
）（
信
山
社
、
一
九
九
三
年
）（
以
下
、『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
と
す
る
）
一
〇
九
頁
（
凡
例
の
一
頁
も
参
照
）。
な
お
、
梅
謙
次
郎
起
草
委
員
は
、「
政
府
カ
民
法
修
正
案
参
考
書
ト
シ
テ
議
会
ニ
提
出
シ
タ
ル
モ
ノ
ハ
主
ト
シ
テ
起
草
委
員
補
助
ヲ
シ
テ
立
案
セ
シ
メ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
倉
卒
ノ
際
余
カ
検
閲
ヲ
経
サ
リ
シ
モ
ノ
多
シ
中
ニ
往
往
杜
撰
タ
ル
ヲ
免
レ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
（
梅
・
前
掲
注
（
76
）
の
凡
例
の
一
頁
）、
本
文
で
述
べ
た
富
井
起
草
委
員
の
発
言
、
お
よ
び
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
創
設
自
体
に
対
し
て
法
典
調
査
会
で
の
審
議
に
お
い
て
反
対
す
る
委
員
は
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
修
正
案
理
由
書
の
説
明
は
、
起
草
委
員
の
そ
れ
と
同
じ
も
の
と
し
て
よ
い
。
（
78
）
法
務
大
臣
官
房
司
法
法
制
調
査
部
監
修
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
日
本
近
代
立
法
資
料
叢
書
7
）（
商
事
法
務
研
究
会
、
一
九
八
四
年
）（
以
下
、『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』
と
す
る
）
三
〇
〇
頁
。
（
79
）
梅
謙
次
郎
『
民
法
要
義
巻
之
五
相
続
編
』（
大
正
2
年
版
〔
第
二
一
版
〕
復
刻
版
）（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）
三
三
頁
。
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二
五
（
80
）
『
民
法
修
正
案
理
由
書
』（
前
掲
注
（
77
））
二
三
四
頁
か
ら
二
三
五
頁
を
参
照
。
（
81
）
『
民
法
第
一
議
案
』（
前
掲
注
（
71
））
三
五
〇
頁
。
（
82
）
甲
号
議
案
九
九
四
条
は
、
次
の
よ
う
な
条
文
（
明
治
三
一
年
民
法
九
九
四
条
と
ま
っ
た
く
同
一
の
条
文
）
で
あ
る
（『
民
法
第
一
議
案
』（
前
掲
注
（
71
））
三
四
七
頁
）。
「
被
相
続
人
ノ
直
系
卑
属
ハ
左
ノ
規
定
ニ
従
ヒ
遺
産
相
続
人
ト
為
ル
一
親
等
ノ
異
ナ
リ
タ
ル
者
ノ
間
ニ
在
リ
テ
ハ
其
近
キ
者
ヲ
先
ニ
ス
二
親
等
ノ
同
シ
キ
者
ハ
同
順
位
ニ
於
テ
遺
産
相
続
人
ト
為
ル
」
（
83
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
前
掲
注
（
78
））
五
三
七
頁
。
（
84
）
梅
・
前
掲
注
（
76
）
二
五
三
頁
か
ら
二
五
四
頁
を
参
照
。
（
85
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
前
掲
注
（
78
））
五
三
八
頁
を
参
照
。
（
86
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
前
掲
注
（
78
））
五
五
八
頁
か
ら
五
五
九
頁
。
（
87
）
梅
・
前
掲
注
（
76
）
二
五
四
頁
を
参
照
。
民
法
修
正
案
理
由
書
も
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
の
趣
旨
に
つ
い
て
、「
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
相
続
分
モ
亦
嫡
出
子
ノ
相
続
分
ト
同
一
ト
為
ス
ニ
於
テ
ハ
正
当
ノ
婚
姻
ニ
因
リ
テ
生
マ
レ
タ
ル
ニ
非
サ
ル
者
ノ
利
益
ヲ
保
護
ス
ル
コ
ト
重
キ
ニ
（
マ
マ
）
失
ス
ル
ミ
ノ
ナ
ラ
ス
庶
子
及
ヒ
私
生
子
カ
利
益
ヲ
受
ク
ル
点
ニ
於
テ
嫡
出
子
ニ
及
ハ
サ
ル
コ
ト
ハ
古
来
慣
例
上
普
通
ノ
状
態
タ
ル
ニ
因
リ
本
条
ハ
特
ニ
但
書
ノ
規
定
ヲ
設
ケ
嫡
出
子
ノ
外
庶
子
又
ハ
私
生
子
ア
ル
場
合
ニ
於
テ
ハ
庶
子
及
ヒ
私
生
子
ノ
相
続
分
ハ
嫡
出
子
ノ
相
続
分
ノ
二
分
ノ
一
ニ
止
マ
ル
モ
ノ
ト
為
セ
リ
」
と
説
明
し
て
い
る
（『
民
法
修
正
案
理
由
書
』
（
前
掲
注
（
77
））
二
六
九
頁
か
ら
二
七
〇
頁
）。
こ
の
理
由
書
の
説
明
も
、
同
条
但
書
が
非
嫡
出
子
の
法
的
利
益
の
保
護
（
明
治
三
一
年
民
法
九
九
四
条
）
と
「
伝
統
的
家
制
」
維
持
と
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
（
同
一
〇
〇
四
条
但
書
）
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
（
88
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
前
掲
注
（
78
））
五
五
九
頁
。
（
89
）
『
法
典
調
査
会
民
法
議
事
速
記
録
七
』（
前
掲
注
（
78
））
五
九
〇
頁
。
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三若
干
の
検
討
1
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
に
関
す
る
若
干
の
検
討
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
ま
で
の
準
正
規
定
は
、
社
会
の
風
俗
を
維
持
す
る
べ
く
、
男
女
の
私
通
を
防
止
し
て
法
律
婚
を
促
す
た
め
、
そ
の
男
女
の
婚
姻
を
一
要
件
と
し
て
非
嫡
出
子
に
嫡
出
子
た
る
身
分
を
取
得
さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
非
嫡
出
子
の
養
成
教
育
を
充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
非
嫡
出
子
と
い
う
身
分
に
起
因
す
る
非
嫡
出
子
へ
の
社
会
的
不
利
益
を
除
去
す
る
こ
と
に
も
な
る
の
で
あ
っ
て
、
右
の
準
正
規
定
は
、「
子
の
福
祉
」
を
図
る
と
い
う
目
的
も
当
然
包
含
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
右
の
準
正
規
定
に
よ
っ
て
「
子
の
福
祉
」
が
図
ら
れ
る
か
ら
こ
そ
、
男
女
の
婚
姻
前
に
生
ま
れ
た
非
嫡
出
子
は
そ
の
身
分
に
よ
る
社
会
的
不
利
益
を
負
う
の
に
対
し
て
、
婚
姻
後
に
生
ま
れ
た
嫡
出
子
は
そ
れ
を
負
わ
な
い
と
い
う
不
公
平
が
、
解
消
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
旧
民
法
人
事
編
が
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
一
〇
月
七
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
延
期
派
か
ら
「
準
正
規
定
を
創
設
す
る
と
年
長
の
非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
に
優
先
し
て
家
督
相
続
人
（
戸
主
）
と
な
り
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
四
条
お
よ
び
二
九
五
条
一
項
第
三
な
ら
び
に
第
四
）、『
伝
統
的
家
制
』
が
破
壊
さ
れ
る
」
と
い
う
批
判
が
旧
民
法
人
事
編
の
準
正
規
定
に
対
し
て
な
さ
れ
た
。
準
正
規
定
に
よ
り
非
嫡
出
子
は
父
母
の
婚
姻
を
一
要
件
と
し
て
嫡
出
子
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
延
期
派
の
批
判
は
失
当
で
あ
り
、
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
の
勝
利
後
、
旧
民
法
の
修
正
の
た
め
に
設
置
さ
れ
た
法
典
調
査
会
に
あ
っ
て
も
、
旧
民
法
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
の
準
正
規
定
は
、
実
質
的
に
維
持
さ
れ
て
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
へ
と
引
き
継
が
れ
た
。
と
は
い
え
、
右
の
延
期
派
の
批
判
か
ら
派
生
す
る
と
こ
ろ
の
「『
伝
統
的
家
制
』
維
持
の
た
め
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
法
律
関
係
に
お
い
て
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
」
と
い
う
彼
ら
の
主
張
は
、
明
治
三
一
年
民
法
の
家
族
の
遺
産
相
続
（
明
治
三
一
年
民
法
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二
七
七
三
二
条
、
同
七
二
五
条
お
よ
び
同
九
九
二
条
）
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
家
族
の
子
は
嫡
出
子
も
非
嫡
出
子
も
同
順
位
の
遺
産
相
続
人
に
な
る
と
こ
ろ（
同
民
法
九
九
四
条
）、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
は
、
嫡
出
子
の
二
分
の
一
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
（
同
一
〇
〇
四
条
但
書
）。
法
典
調
査
会
民
法
起
草
委
員
は
、
非
嫡
出
子
は
そ
の
身
分
の
取
得
に
つ
き
何
ら
帰
責
性
は
な
く
、
非
嫡
出
子
の
生
活
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
の
観
点
か
ら
、
非
嫡
出
子
を
嫡
出
子
と
同
順
位
の
遺
産
相
続
人
と
し
つ
つ
（
同
九
九
四
条
）、
他
方
で
、
嫡
出
子
と
等
し
い
法
定
相
続
分
を
非
嫡
出
子
に
認
め
る
と
婚
姻
制
度
が
無
意
味
な
も
の
と
な
り
、
私
通
が
増
加
し
て
、「
伝
統
的
家
制
」
が
崩
壊
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
（「
嫡
出
子
と
配
偶
者
の
福
祉
」
を
維
持
す
る
た
め
）、
や
む
を
え
ず
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
不
平
等
な
も
の
と
し
た
の
で
あ
る
。
ま
た
起
草
委
員
は
、明
治
三
一
年
民
法
が
旧
民
法
と
同
様
に
施
行
延
期
に
な
っ
て
廃
止
さ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
た
め
、延
期
派
の
主
張
に
配
慮
し
て
、
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
と
「
伝
統
的
家
制
の
維
持
」
の
二
つ
の
要
請
に
つ
い
て
調
整
す
る
規
定
と
し
て
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
を
創
設
し
た
と
も
い
え
る
。
同
条
但
書
は
、「
伝
統
的
家
制
」
維
持
と
い
う
制
約
の
中
で
最
大
限
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
図
ろ
う
と
し
た
規
定
で
あ
り
、
非
嫡
出
子
の
差
別
的
取
扱
い
を
定
め
た
も
の
で
は
な
く
、
こ
の
点
、
強
調
し
て
お
き
た
い
。
現
行
民
法
に
お
い
て
、
被
相
続
人
が
遺
言
に
よ
り
共
同
相
続
人
の
相
続
分
を
全
く
指
定
し
て
お
ら
ず
（
同
九
〇
二
条
一
項
参
照
）、
共
同
相
続
人
間
の
遺
産
分
割
協
議
（
現
行
民
法
九
〇
七
条
一
項
）
が
調
わ
な
い
た
め
、
家
庭
裁
判
所
が
遺
産
分
割
を
す
る
場
合
（
同
九
〇
七
条
二
項
）
等
に
基
準
と
な
る
同
九
〇
〇
条
に
つ
い
て
（
90
）、
同
条
四
号
但
書
は
、
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
と
同
様
に
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の
二
分
の
一
と
定
め
る
。
こ
の
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
の
う
ち
、「
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
は
、
嫡
出
で
あ
る
子
の
相
続
分
の
二
分
の
一
」
と
す
る
部
分
（
本
稿
で
い
う
「
九
〇
〇
条
四
号
但
書
」）
に
対
し
て
は
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
て
無
効
で
あ
る
と
の
主
張
も
強
く
な
さ
れ
、
平
成
八
（
一
九
九
六
）
年
二
月
二
六
日
に
法
制
審
議
会
が
法
務
大
臣
に
対
し
て
答
申
し
た
「
民
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
要
綱
」
の
「
第
十
相
続
の
効
力
」
に
お
い
て
も
、「
嫡
出
で
な
い
子
の
相
続
分
は
、
嫡
出
で
あ
る
子
の
相
続
分
と
同
等
と
す
る
も
の
と
す
る
。」
と
さ
れ
て
い
る
。
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平
成
七
年
七
月
五
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民
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四
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九
頁
の
多
数
意
見
は
、
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
の
立
法
趣
旨
に
つ
い
て
、
「
法
律
上
の
配
偶
者
と
の
間
に
出
生
し
た
嫡
出
子
の
立
場
を
尊
重
す
る
と
と
も
に
、
他
方
、
被
相
続
人
の
子
で
あ
る
非
嫡
出
子
の
立
場
に
も
配
慮
し
て
、
非
嫡
出
子
に
嫡
出
子
の
二
分
の
一
の
法
定
相
続
分
を
認
め
る
こ
と
に
よ
り
、
非
嫡
出
子
を
保
護
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
法
律
婚
の
尊
重
と
非
嫡
出
子
の
保
護
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
こ
れ
を
言
い
換
え
れ
ば
、
民
法
が
法
律
婚
主
義
を
採
用
し
て
い
る
以
上
、
法
定
相
続
分
は
婚
姻
関
係
に
あ
る
配
偶
者
と
そ
の
子
を
優
遇
し
て
こ
れ
を
定
め
る
が
、
他
方
、
非
嫡
出
子
に
も
一
定
の
法
定
相
続
分
を
認
め
て
そ
の
保
護
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
」
と
述
べ
、
同
条
四
号
但
書
は
「
合
理
的
理
由
の
な
い
差
別
と
は
い
え
ず
、
憲
法
一
四
条
一
項
に
反
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
た
。
こ
の
平
成
七
年
の
大
法
廷
決
定
は
、最
判
平
成
一
二
年
一
月
二
七
日
家
月
五
二
巻
七
号
七
八
頁
、最
判
平
成
一
二
年
一
月
二
七
日
判
時
一
七
〇
七
号
一
二
一
頁
、
最
判
決
平
成
一
五
年
三
月
二
八
日
家
月
五
五
巻
九
号
五
一
頁
、
最
判
平
成
一
五
年
三
月
三
一
日
家
月
五
五
巻
九
号
五
三
頁
、
最
判
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
四
日
判
時
一
八
八
四
号
四
〇
頁
お
よ
び
最
決
平
成
二
一
年
九
月
三
〇
日
家
月
六
一
巻
一
二
号
五
五
頁
の
多
数
意
見
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
（
91
）。
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
は
、
非
嫡
出
子
の
生
活
の
保
護
と
い
う
要
請
と
、
法
律
婚
を
尊
重
し
、「
伝
統
的
家
制
」を
維
持
す
る
と
い
う
要
請
（
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
を
図
る
と
い
う
要
請
も
包
含
す
る
）
を
調
整
し
た
規
定
で
あ
り
、「
伝
統
的
家
制
」
の
維
持
と
い
う
制
約
の
中
で
、
そ
の
身
分
取
得
に
つ
き
何
ら
帰
責
性
の
な
い
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
図
ろ
う
と
し
た
趣
旨
で
あ
っ
た
。
確
か
に
、
現
行
民
法
に
お
い
て
は
戸
主
が
統
率
す
る
家
制
度
は
存
在
せ
ず
、
そ
う
す
る
と
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
図
る
と
い
う
要
請
の
み
、
法
的
に
考
慮
さ
れ
れ
ば
よ
く
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
不
平
等
な
も
の
と
し
て
い
る
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
は
、
非
嫡
出
子
を
不
当
に
差
別
す
る
規
定
で
あ
る
か
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
非
嫡
出
子
と
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
同
一
に
す
れ
ば
、
婚
姻
制
度
を
定
め
て
い
る
法
自
ら
が
「
法
律
婚
は
法
的
に
無
意
味
で
あ
る
」
と
宣
言
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
家
庭
の
平
穏
は
害
さ
れ
、「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
が
害
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
身
分
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取
得
に
つ
き
何
ら
帰
責
性
の
な
い
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
図
る
べ
き
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
も
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
み
れ
ば
、
同
条
四
号
但
書
は
、「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
と
い
う
制
約
は
あ
る
も
の
の
、
最
大
限
「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
図
っ
た
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
非
嫡
出
子
を
差
別
す
る
規
定
で
は
な
い
と
解
さ
れ
る
（
92
）。
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
の
趣
旨
に
含
ま
れ
て
い
る
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
お
よ
び
「
嫡
出
子
と
配
偶
者
の
福
祉
」
を
両
立
さ
せ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
に
継
承
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
そ
の
よ
う
に
解
す
る
こ
と
に
何
ら
問
題
は
な
い
。
近
時
、
最
大
決
平
成
二
五
年
九
月
四
日
（
判
例
集
未
登
載
）
は
、
家
族
形
態
の
多
様
化
、
婚
姻
や
家
族
に
対
す
る
国
民
意
識
の
変
化
、
諸
外
国
の
趨
勢
お
よ
び
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
区
別
に
関
す
る
法
制
の
変
化
等
を
総
合
的
に
考
察
し
た
結
果
、
そ
の
身
分
取
得
に
つ
い
て
何
ら
帰
責
性
の
な
い
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の
二
分
の
一
と
す
る
同
条
四
号
但
書
に
お
け
る
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
区
別
は
合
理
的
理
由
の
な
い
非
嫡
出
子
に
対
す
る
差
別
的
取
扱
い
で
あ
る
と
断
じ
、
同
条
四
号
但
書
は
憲
法
一
四
条
一
項
に
違
反
し
無
効
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
最
高
裁
判
所
の
判
例
を
変
更
し
た
。
今
後
、
こ
の
大
法
廷
決
定
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
も
ち
ろ
ん
で
あ
る
。
し
か
し
、「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
を
図
る
と
い
う
要
請
に
基
づ
く
制
約
は
あ
る
も
の
の
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
を
最
大
限
図
っ
た
同
条
四
号
但
書
は
、
な
ぜ
非
嫡
出
子
へ
の
差
別
的
取
扱
い
を
定
め
た
規
定
な
の
だ
ろ
う
か
。「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
と
「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
と
の
利
益
調
整
の
規
定
で
あ
る
同
条
四
号
但
書
を
無
効
に
し
た
結
果
、「
嫡
出
子
や
配
偶
者
の
福
祉
」
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
保
障
さ
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
単
に
無
効
と
し
て
済
む
こ
と
が
ら
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
2
復
刻
増
補
版
の
現
代
的
意
義
に
関
す
る
一
試
論
旧
民
法
は
、
準
正
規
定
（
人
事
編
一
〇
三
条
か
ら
一
〇
五
条
）
を
創
設
し
た
。
民
法
典
論
争
に
お
い
て
延
期
派
は
、「
年
長
の
松
山
大
学
論
集
第
二
十
五
巻
第
四
号
三
〇
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非
嫡
出
子
が
嫡
出
子
を
排
除
し
て
家
督
相
続
人
と
な
る
こ
と
を
認
め
る
も
の
で
あ
り
（
旧
民
法
財
産
取
得
編
二
九
五
条
一
項
第
三
お
よ
び
第
四
）、『
伝
統
的
家
制
』
が
破
壊
さ
れ
る
」
と
批
判
し
た
。
こ
の
妥
当
性
を
欠
く
批
判
は
、
準
正
規
定
創
設
に
は
当
然
影
響
せ
ず
、
旧
民
法
人
事
編
の
準
正
規
定
は
、
形
式
的
な
修
正
を
経
て
明
治
三
一
年
民
法
八
三
六
条
と
な
り
、
同
条
は
、
現
行
民
法
七
八
九
条
に
実
質
的
に
引
き
継
が
れ
た
。
し
か
し
、
こ
の
的
の
外
れ
た
批
判
か
ら
派
生
す
る
と
こ
ろ
の
「『
伝
統
的
家
制
』
維
持
の
た
め
、
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
法
律
関
係
に
お
い
て
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
」
と
い
う
延
期
派
の
主
張
は
、
明
治
三
一
年
民
法
の
家
族
の
遺
産
相
続
（
明
治
三
一
年
民
法
七
三
条
、
同
七
二
五
条
、
同
九
九
二
条
）
に
お
け
る
法
定
相
続
分
を
定
め
た
規
定
（
同
一
〇
〇
四
条
）
に
お
い
て
、
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の
二
分
の
一
と
定
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
（
同
九
九
四
条
お
よ
び
一
〇
〇
四
条
但
書
）。
す
な
わ
ち
、
自
ら
の
身
分
に
つ
き
法
的
帰
責
性
が
な
い
非
嫡
出
子
の
生
活
は
、
同
順
位
の
相
続
人
で
あ
る
嫡
出
子
と
同
様
に
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
嫡
出
子
と
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
民
法
が
定
め
る
婚
姻
制
度
は
無
意
味
な
も
の
と
な
り
、「
嫡
出
子
と
配
偶
者
の
福
祉
」
が
害
さ
れ
、
そ
の
結
果
「
伝
統
的
家
制
」
が
崩
壊
す
る
た
め
、
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
が
設
け
ら
れ
、
非
嫡
出
子
は
、
嫡
出
子
と
の
法
律
関
係
（
相
続
権
関
係
）
に
お
い
て
嫡
出
子
に
劣
後
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
。
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
の
創
設
に
あ
っ
て
は
、
延
期
派
の
主
張
が
影
響
し
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
と
「
伝
統
的
家
制
」
と
の
調
整
が
図
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
「
伝
統
的
家
制
」
を
有
し
て
い
な
い
現
行
民
法
の
九
〇
〇
条
四
号
但
書
は
、
や
は
り
非
嫡
出
子
の
法
定
相
続
分
を
嫡
出
子
の
そ
れ
の
二
分
の
一
と
し
て
い
る
が
、「
非
嫡
出
子
の
福
祉
」
と
「
嫡
出
子
お
よ
び
配
偶
者
の
福
祉
」
の
調
整
を
図
っ
た
も
の
で
あ
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
趣
旨
は
、
明
治
三
一
年
民
法
一
〇
〇
四
条
但
書
の
そ
れ
に
含
ま
れ
て
い
る
。
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
は
、
非
嫡
出
子
を
差
別
し
て
不
利
益
に
扱
う
規
定
で
は
な
く
、
最
大
限
「
非
嫡
出
の
福
祉
」
を
確
保
し
よ
う
と
し
た
規
定
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
う
し
た
理
解
は
、
①
旧
民
法
の
規
定
と
そ
の
趣
旨
、
②
そ
れ
に
対
す
る
民
法
典
論
争
に
お
け
る
延
期
派
の
批
判
と
断
行
派
の
反
論
、
お
よ
び
③
旧
民
法
施
行
延
期
を
受
け
て
旧
民
法
の
修
正
作
業
を
検
証
す
る
こ
と
に
よ
り
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三
一
得
ら
れ
る
の
で
あ
り
、①
か
ら
③
ま
で
を
丁
寧
に
精
査
す
る
こ
と
は
、現
行
民
法
の
規
定
の
解
釈
や
立
法
論
に
示
唆
を
与
え
う
る
。
四
四
年
版
の
精
度
を
さ
ら
に
高
め
、
四
四
年
版
と
同
じ
く
民
法
典
論
争
の
主
要
な
論
文
や
意
見
書
等
の
原
典
に
あ
た
る
労
力
を
省
い
て
く
れ
る
、
星
野
通
編
著
（
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
推
進
委
員
会
増
補
）『
民
法
典
論
争
資
料
集
』（
復
刻
増
補
版
）
は
、
②
を
正
確
に
把
握
す
る
上
で
必
須
の
文
献
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
復
刻
増
補
版
は
、
現
行
民
法
の
解
釈
学
や
そ
の
あ
り
方
を
考
究
す
る
上
で
大
き
な
意
義
を
有
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
民
法
（
債
権
法
）
改
正
が
進
行
し
て
い
る
ま
さ
に
今
こ
そ
、
復
刻
増
補
版
を
通
し
て
民
法
典
論
争
の
争
点
と
延
期
派
断
行
派
の
主
張
を
静
か
に
分
析
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
（
90
）
川
井
健
「
判
批
」
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
三
号
（
一
九
九
六
年
）
八
三
頁
を
参
照
。
（
91
）
本
文
に
掲
げ
た
、
現
行
民
法
九
〇
〇
条
四
号
但
書
に
関
す
る
最
高
裁
判
所
の
決
定
や
判
決
の
詳
細
な
検
討
は
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、
別
の
機
会
に
行
う
こ
と
に
し
た
い
。
（
92
）
こ
の
点
に
関
し
て
水
野
紀
子
教
授
は
、「
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い
て
い
え
ば
、
婚
姻
関
係
を
結
ん
だ
夫
婦
の
間
に
生
ま
れ
た
子
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
親
子
関
係
の
成
立
に
お
い
て
婚
姻
関
係
の
存
在
を
考
慮
し
た
設
計
に
な
る
の
は
、
そ
の
子
の
安
定
的
な
成
長
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
外
の
男
女
関
係
か
ら
生
ま
れ
た
子
と
そ
の
点
で
相
違
が
生
じ
る
の
は
、
平
等
原
則
に
反
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
婚
姻
家
族
の
権
利
義
務
を
守
る
た
め
に
練
り
上
げ
ら
れ
た
民
法
の
利
益
調
整
と
法
益
保
護
の
体
系
に
対
し
て
、
平
等
原
則
を
機
械
的
に
、
し
か
も
婚
姻
関
係
に
あ
る
者
と
な
い
者
と
を
区
別
し
な
い
で
適
用
す
る
こ
と
は
、
家
族
か
ら
家
族
法
の
保
護
を
奪
い
、
個
人
を
ば
ら
ば
ら
の
弱
者
に
し
て
、
家
族
法
を
解
体
さ
せ
る
。」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
（
水
野
紀
子
「
子
ど
も
の
平
等
権
―
非
嫡
出
子
問
題
を
中
心
に
―
」
家
族
〈
社
会
と
法
〉
一
〇
号
（
一
九
九
四
年
）
一
六
二
頁
）。
【
付
記
】
本
稿
は
、
松
山
大
学
法
学
部
松
大
Ｇ
Ｐ
「
松
山
大
学
の
三
恩
人
と
そ
の
周
縁
の
再
考
証
―『
校
訓
三
実
主
義
』
の
再
検
証
を
め
ざ
し
て
―
」（
二
〇
一
一
年
度
か
ら
二
〇
一
三
年
度
ま
で
）
の
事
業
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
松
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二
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加
藤
拓
川
翁
に
関
す
る
調
査
資
料
⑵
今
村
暢
好
【
資
料
3
】
加
藤
拓
川
翁
（
正
岡
家
）
と
親
交
の
あ
っ
た
人
物
（
新
島
家
等
）
と
の
相
関
図
加
藤
拓
川
翁
と
親
交
の
あ
っ
た
人
物
に
つ
い
て
は
、【
資
料
1
】（
前
号
掲
載
）
に
お
い
て
、
原
敬
、
秋
山
好
古
、
西
園
寺
公
望
等
と
の
関
係
を
紹
介
し
た
が
、
そ
こ
で
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
人
物
と
拓
川
翁
と
の
関
係
を
示
し
た
も
の
が
次
の
相
関
図
で
あ
る
。（
拓
川
翁
の
令
孫
で
あ
る
正
岡
明
氏
が
手
書
き
で
作
成
し
た
相
関
図
（
二
〇
一
三
年
二
月
作
成
）
を
提
供
下
さ
り
、
次
の
図
は
、
そ
れ
を
元
に
作
成
し
一
部
形
式
変
更
等
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。）
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??????????????
?????????
????????
???
??????
????
?? ?????
??????????
??????
襄の最期を診察（大磯）
????
??????????
?? ?
?????
???????? ????
師弟
?????????
上司
????????
?? ??? ?????
?????????? ???????????????
??????????????
パリ講和会議同行
パリ公使館で世話
友人
パリ公使館勤務・友人
共立学校
時代の師
友人
支援
養子
???????????
??????????
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婚姻関係
血縁関係
書簡あり
親交あり
???
??????????? ???????
????????
????????
????????
?? ??? ????????
????????
???????? ?????
????????
???
????
?????
???? ????? ????
?????? ?
????????
????? ??????
師弟
?????????
パリ公使館で世話
恋愛（一時的）
熊本バンド・友人
パリ公使館で世話
友人
共立学校
時代の師
友人
支援
上司
???????????
??????????
????? ??????? ?
????
????
????
?????? ?
?????
???
????
師弟
??? ???
パリ公使館で世話
友人
共立学校
時代の師
友人
支援
???????????
??????????
? ???
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三
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